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酒
井
家
と
庄
内

　

江
戸
時
代
、
大
名
た
ち
は
幕
府
の
命
令

に
よ
り
、「
改
易
」（
領
地
没
収
）
さ
れ
た

り
、
別
の
領
地
へ
と
「
転
封
」
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
の
庄
内
は
、
山
形
藩
を

治
め
て
い
た
最
上
氏
の
支
配
下
に
あ
り
ま

し
た
が
、
元
和
８
年
に
最
上
氏
は
改
易
さ

れ
、
信
州
松
代
か
ら
酒
井
忠
勝
が
入
部
し

て
き
ま
し
た
。
以
後
約
２
５
０
年
間
、
酒

井
家
が
庄
内
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　酒井家初代忠次は、徳川家康の信頼も厚く、
家康にとって第一の功臣だったといわれていま
す。
　徳川家の三つ葉葵の紋は元々は酒
井家の紋で、戦国時代、松平家（後
の徳川家）に酒井家が献上し、代わ
りに松平家から「丸に酢

か た ば み

漿草」の紋
を賜ったともいわれています。

酒井家の家紋の由来

今につながる「藩校致道館」の教育方針

　酒井忠勝が入部してから150年が過ぎた頃、藩
内では太平に慣れた藩士たちの風紀が乱れていま
した。それを憂いた９代忠

ただあり

徳は、藩政を担う人材
を育成しようと、文化２年（1805）に「藩校致
道館」を創設。
 「個性伸長」「自学自習」を重視し、その成果を
討論し深め合う「会

かいぎょう

業」が行われました。致道館
に始まる教学の風は現在も受け継がれています。

江
戸
時
代
の
致
道
館
が
描
か
れ
て
い
る

「
庄
内
藩
校
致
道
館
図
」

徳
川
四
天
王
の
筆
頭
、
酒
井
忠
次
公
を
祖
と
す
る
旧
庄
内
藩
主
酒
井
家
。
元
和
８
年

（
１
６
２
２
）
に
酒
井
家
３
代
忠
勝
公
が
入
部
し
て
か
ら
、今
年
で
４
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
契
機
に
、
市
で
は
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
酒
井
家
の

４
０
０
年
の
歩
み
に
重
な
る
庄
内
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
高
め

な
が
ら
、
多
く
の
方
に
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

酒
井
家

庄
内
入
部
４
０
０
年

特集

鶴ヶ岡城があった鶴岡公園。日本さくら名所100選に選ばれて
いる同公園では、記念事業で桜のライトアップを行いました 酒井家家紋
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４
０
０
年
培
っ
て
き
た
先
人
に
感
謝　

　

入
部
４
０
０
年
は
、
父
（
17
代

当
主
忠
明
）
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
も
含

め
、
私
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
４
０
０
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
非
常
に
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、

時
代
を
紡
い
で
く
れ
た
先
人
た
ち

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
は
地
域
一
体
と
な
っ
て
発

展
し
て
き
た
ま
ち
で
あ
り
、
４
０

０
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
か
ら
で
す
。
将
来
の
更
な
る
発

展
を
願
い
な
が
ら
、
今
後
も
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
将
来
に
夢
を
は
せ
る
年
に　

　

先
日
、
記
念
事
業
の
開
始
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
こ
の

地
の
歴
史
と
文
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
取
り
組
み
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
将
来

に
夢
を
は
せ
る
、
そ
う
い
う
形
に

な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

次
代
を
担
う
若
い
世
代
へ　

　

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
は
、

で
き
る
だ
け
何
に
で
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
興
味

を
持
つ
こ
と
で
視
野
が
広
が
る
。

例
え
ば
、
歴
史
。
歴
史
を
振
り
返

る
こ
と
で
、
将
来
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
ん
で
す
。
私
は
、
最
上
の
も

の
は
常
に
将
来
に
あ
る
と
考
え
て

い
て
、よ
り
理
想
的
な
庄
内
・
鶴
岡

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
若
い
皆
さ

ん
に
は
本
当
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

400年つないできて、そして次代へつなぐ

元
和
８
年
（
１
６
２
２
）

酒
井
忠
勝
が
信
州
松
代
か
ら
庄
内

に
入
部

元
和
９
年
（
１
６
２
３
）

鶴
岡
の
町
割
り
を
始
め
る

寛
延
２
年
（
１
７
４
９
）

７
代
忠た
だ
よ
り寄
が
老
中
を
命
ぜ
ら
れ
る

文
化
２
年
（
１
８
０
５
）

藩
校
致
道
館
が
開
校

天
保
11
年
（
１
８
４
０
）

幕
府
か
ら
庄
内
藩
、
長
岡
藩
、
川

越
藩
が
三
方
領
知
替
え
を
命
ぜ
ら

れ
、
庄
内
領
民
が
大
規
模
な
反
対

運
動
を
起
こ
す

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）

転
封
中
止

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）

幕
命
に
よ
り
、
庄
内
藩
兵
が
江
戸

薩
摩
藩
邸
を
襲
撃

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

戊
辰
戦
争
、
庄
内
藩
が
政
府
軍
に

降
伏
謝
罪

明
治
３
年
（
１
８
７
０
）

忠た
だ
ず
み篤
、
黒
田
清
隆
等
の
尽
力
に
よ

り
、
藩
士
と
共
に
薩
摩
に
留
学

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

廃
藩
置
県
、
大
泉
県
と
な
る
（
後

に
酒
田
県
）

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

羽
黒
後
田
山
を
開
墾
、
　
代
忠た
だ
あ
き発

が
松
ヶ
岡
と
命
名

大
正
10
年
（
１
９
２
１
）

酒
井
忠
勝
入
国
三
百
年
記
念
祭
が

行
わ
れ
る

酒井家と庄内藩の歩み

「
三
方
領
知
替
え
」
へ
の
反
対
運
動

　

入
部
以
降
の
江
戸
時
代
に
、
庄
内
を
治

め
る
酒
井
家
に
対
し
転
封
の
命
令
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
の
庄
内
藩
酒
井

家
、
長
岡
藩
牧
野
家
、
川
越
藩
松
平
家
に

下
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
三
方
領
知
替
え
と

い
う
幕
命
で
す
。

　

し
か
し
、
庄
内
藩
の
領
民
が
こ
れ
を
阻

止
し
よ
う
と
大
規
模
な
反
対
運
動
を
展
開
。

酒井忠勝肖像
（致道博物館蔵）

領知替えへの反対運動を
描いた図（致道博物館蔵）

本丸御殿に続く中の門

結
果
、
翌
年
幕
命
が
撤
回
さ
れ
る
と
い
う

全
国
的
に
有
名
な
事
件
に
発
展
し
ま
し
た
。

明
治
期
以
降
の
酒
井
家

　

明
治
以
降
は
、
多
く
の
旧
藩
主
家
が
領

地
を
離
れ
ま
し
た
が
、
酒
井
家
は
そ
の
ま

ま
鶴
岡
に
と
ど
ま
り
、
地
域
の
発
展
に
貢

献
。
鶴
岡
は
、
今
も
旧
藩
主
家
が
暮
ら
す

ま
ち
と
し
て
全
国
的
に
も
希
少
な
地
域
で

あ
り
、
こ
の
地
の
歴
史
と
文
化
は
、
酒
井

家
の
歩
み
に
重
な
り
ま
す
。

18代当主  酒
さ か い

井 忠
ただひさ

久 さん
公益財団法人致道博物館代表理
事・館長。松ヶ岡開墾場第４代
総長。公益財団法人日本美術刀
剣保存協会会長。記念事業実行

  委員会顧問。
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薩摩留学の庄内士族
三百年記念祭で上演された

マツカセロ
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高校生の皆さん！一緒に入部400年を盛り上げてみませんか！

学
び
を
深
め
た
令
和
３
年
度

　

入
部
４
０
０
年
の
前
年
で
あ
る
令
和
３

年
度
は
、
出
羽
三
山
丑
歳
御
縁
年
や
松
ヶ

岡
開
墾
１
５
０
年
と
連
携
し
て
、
庄
内
地

域
の
歴
史
や
文
化
の
学
び
を
深
め
る
プ
レ

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
開
催
し
た
東
京
大
学
史
料

編
纂さ
ん

所
教
授
の
本
郷
和
人
氏
に
よ
る
歴
史

講
演
会
で
は
、
初
代
忠
次
を
は
じ
め
酒
井

家
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
荘
内
藩
甲
冑
研
究
会
・
酒
田
舞

娘
の
演
舞
も
あ
り
、
庄
内
の
歴
史
・
文
化

を
再
確
認
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
代
へ
の
継
承
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
小

学
生
に
は
、
松
ヶ
岡
や
湯
殿
山
を
取
材
す

る
「
子
ど
も
記
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
。
そ
の
成
果
で
あ
る
記
事
は
、
地
元
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
は
、

地
域
学
習
の
促
進
を
目
的
と
し
た
出
前
講

座
を
行
い
、
高
校
生
に
は
、
致
道
博
物
館

で
の
豊
富
な
歴
史
資
料
に
触
れ
る
古
文
書

研
究
体
験
や
、
ア
フ
ロ
り
ゅ
う
じ
氏
と
の

動
画
制
作
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
内
容
を
充
実

さ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

令
和
４
年
、
次
代
へ
つ
な
ぐ

　

本
番
の
年
を
迎
え
て
、
４
月
14
日
か
ら
、

致
道
博
物
館
や
本
間
美
術
館（
酒
田
市
）な

ど
庄
内
２
市
３
町
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の

記
念
展
示
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
夏
に
は
「
庄
内
の
歴
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を
発
行
。
昨
年
高
校
生
が
編
集
に
参

加
し
た
小
冊
子
が
、
庄
内
地
域
の
小
・
中

学
生
に
地
域
学
習
の
教
材
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
頒
布
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
酒
田
ま
つ
り

と
の
交
流
、
首
都
圏
で
は
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
と
の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
、
庄
内
の
歴
史
を
知
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

酒
井
忠
勝
が
入
部
し
た
と
さ
れ
る
10
月

に
は
、
８
日
に
記
念
式
典
を
行
い
、
翌
９

日
は
荘
内
大
祭
が
行
わ
れ
、
こ
の
２
日
間
、

庄
内
の
食
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

鶴
岡
青
年
会
議
所
と
共
同
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
昨
年
発
見
さ
れ

た
馬う
ま
だ
し出

遺
構
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
石
積

み
の
活
用
検
討
や
、
鶴
岡
公
園
正
面
広
場

の
整
備
も
進
め
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
庄
内
の
歴
史
・
文
化
の
理

解
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
深
め
て
も

ら
え
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

□高校生学芸員体験
　開催日／５月下旬～10月（月１回程度）　　　　　
　場　所／致道博物館
　定　員／20人程度
　内　容／�古文書等に触れる体験や展示製作
　講　師／菅原義勝氏、佐藤淳氏（同館学芸員）
　申込み／５月15日（日）まで同館☎22‐1199へ
　その他／�製作した展示は同館記念特別展の第４

部「藩祖  酒井忠勝」に合わせて公開

□動画制作ワークショップ
　～ A

ア フ ロ
fro M

ム ー ビ ー
ovie C

キ ャ ン プ

amp ～
　開催日／６月11日（土）・12日（日）　　　　　
　場　所／市役所本所別棟２号館
　講　師／アフロりゅうじ氏（ユーチューバー）
　申込み／�６月９日（木）まで
　　　　　右の２次元コード、
　　　　　または合同会社dano
　　　　　（難波)☎080‐1657
　　　　　‐2579へ

鶴岡南高校 3 年
五十嵐 健太 さん

　いつももっけだの！アフロりゅう
じです！
　動画制作ワークショップ「Afro
Movie Camp（略してAMC）」では、
発信者として、動画制作者として、
自分が作りたい！と思ったものをカ
タチにする方法を一緒に学びます。
　この酒井家庄内入部400年を全国、
そして全世界に伝える第一歩を一緒
に踏み出しましょう！

　昔を生きた当時の人々が記
した事実を、自分の目で見て、
触れてみたいと思い、昨年、
古文書体験に参加しました。
　自分では知っていると思っ
ていたことも、実際の古文書
を見ると、鶴岡の知らない部
分やリアルな部分への新たな
気付きがありました。

ユーチューバー
アフロりゅうじ さん

（朝日地域出身）

４
０
０
年
か
ら
学
ぶ
庄Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ内　

み
ん
な
で
つ
な
ご
う
将Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ来

新
し
い
鶴
岡
を
知
る

　

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た

申込みは
こちらから

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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主な記念事業　―庄内地域の歴史と文化を未来へつなぐ
庄内地域の歴史と文化の理解促進、次代への継承、郷土への誇りと愛着を高めるため、
庄内を次の100年につなげる記念事業を行います。

□致道博物館  記念特別展〈12月25日（日）まで〉
　問合せ／同館☎22‐1199
□�宝生流能楽公演〈６月14日（火）〉
　能楽体験・鑑賞能〈15日（水）〉
　場　所／荘銀タクト鶴岡
　問合せ／庄内能楽館鶴岡教室☎23‐3136
□荘内大祭〈10月９日（日）〉
　場　所／鶴岡公園とその周辺
　問合せ／同祭実行委員会（荘内神社）☎22‐8100

□鶴岡シルク特別企画展（仮称）〈10月中旬～11月上旬〉
　場　所／鶴岡アートフォーラム
　問合せ／本所商工課☎35‐1299
□酒井家ゆかりのまちなかめぐり〈10月頃〉
　場　所／鶴岡公園周辺等
　問合せ／鶴岡商工会議所☎24‐7711
□あつみ温泉「殿様のバラ」イベント（仮称）〈９月中旬〉
　場　所／あつみ温泉地内
　問合せ／温海庁舎産業建設課☎43‐4617

記念事業を企画・運営する活動を支援します。
対象事業／�酒井家庄内入部400年を記念した、地域の

歴史や文化の学びにつながる活動
　　　　　※�営利、政治、宗教を目的とした事業を除く。
対象団体／�構成員の過半数が鶴岡市民である５人以上

の団体
支援内容／①�グループ活動部門…新規性のある活動に

掛かる経費、または既存活動を拡充して
特別な取り組みを行うための経費の３分
の２（上限10万円）を補助

　　　　　�②�集客イベント部門…新規性のある参加人

数800人以上のイベント開催に掛かる経
費の２分の１（上限20万円）を補助

募集件数／①10団体程度
　　　　　②３団体程度
　　　　／５月20日（金）まで支援申請書等を本所政　　　
　　　　　策企画課へ
　　　　　※�採択の可否を５月31日（火）まで連絡
　　　　／�申請書等のダウンロードなど

詳しくは記念事業実行委員会
ホームページ、または直接お
問い合わせください

申 込 み
　　

そ の 他

ハンドブックの中面

みんなでつなごう

10月イベント 次代への継承

酒井家庄内入部400年記念式典
開催日／10月８日（土）　場所／荘銀タクト鶴岡
内容／記念式典、基調講演・シンポジウムなど

荘内400年にぎわい市（仮称）
開催日／10月８日（土）・９日（日）　場所／鶴岡公園
内容／庄内の食・土産品販売、ステージイベント等

「庄内の歴史ハンドブック」のデジタル発行
小・中学生向けに小冊子を発行・配布

子ども記者プロジェクト
夏と秋に各１回開催

高校生学芸員体験・動画制作
詳細は４ページ下部に記載

致道博物館　案内コーナー開設
　来館者に庄内の
歴史と文化のＰＲ
を図るため、周辺
案内パネルや学芸
員解説動画を公開
しています。

歴史と文化の学び 鶴岡公園からの歴史の案内

庄内地域ミュージアムスタンプラリー
開催日／11月30日（水）まで　

開催日／�５月７日（土）、９月３日（土）、10月22
日（土）、11月５日（土）　

内容／致道博物館などの企画展と連動した講座

歴史講座（全４回）

みんなでつなぐ活動支援事業（グループ活動部門・集客イベント部門）募集

ホームページ

�｜特集｜  酒井家庄内入部400年
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

中小企業者が新型コロナ対策資本性劣後ローンを利用した際の利子の一部を補給します 

資本性劣後ローン利子補給事業
■問本所商工課☎35‐1299　■他市HP　

■対象　次の①②の両方に該当する事業者
　　　　①�市内に本社・本店を置く中小企業者、市

内に主たる事業所または店舗を有する個
人事業者

　　　　②右の補助対象となる融資制度を使用した
　　　　　事業者

■�補助対象となる融資制度　令和３年７月２日～５
年３月31日に実行された次の新型コロナ対策資
本性劣後ローン

　●�新型コロナ挑戦支援資本強化特別貸付（国民生
活事業）【日本政策金融公庫】

　●�新型コロナ挑戦支援資本強化特別貸付（中小企
業事業）【日本政策金融公庫】

　●�危機対応業務　資本性劣後ローン（中小企業向
け制度）【商工組合中央金庫】

■補助上限額　�約定利払金の内、月額５万円（年間
　最大60万円）　
■補助対象期間　�最大２年間

　新型コロナ対策資本性劣後ローンを利用した
中小企業者等に対し、利子の一部を負担するこ
とで、出資等による資本増強を促します。
　事業成長の下支えや事業の再生により廃業を
防ぐとともに、財務基盤の強化を図ります。

新型コロナワクチン接種に関わる差別や誹謗中傷は絶対にやめましょう
■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

　現在、追加（３回目）接種や、５歳～11
歳の方を対象とした接種を行っています。
　同意して接種を受ける方もいれば、医学
的な観点から接種できない方、自身で接種

しないことを選択した方もいます。
　接種を受ける・受けないことによる、職
場や学校、幼稚園・保育園等での差別やい
じめなどは絶対にやめましょう。

市民の皆さんの温かいご支援をお待ちしています

日本赤十字社ウクライナ人道危機救援金を受け付けています
■問本所福祉課☎35‐1252　■他市HP

　市では、戦闘が激化するウクライナや、
同国からの避難民を受け入れる周辺国を支
援するための救援金を受け付けています。

■日５月31日○火 まで　■場市役所本所１階ロビー、
各地域庁舎、中央公民館、小真木原総合体育館、
シルクミライ館（松ヶ岡開墾場四番蚕室）

（51）

　

眠
り
か
ら
目
覚
め
る
と
ウ
グ
イ
ス
の
声
が

聞
こ
え
る
。
厳
し
い
冬
を
越
え
、
春
の
お
祭

り
、
田
植
え
の
準
備
が
進
む
。
湯
田
川
の
梅

林
公
園
で
は
梅
が
満
開
を
迎
え
て
い
た
。
鶴

岡
の
伝
統
的
な
お
菓
子
も
、
季
節
を
運
ん
で

く
る
。
先
般
、文
化
庁
の
支
援
を
受
け
て「
鶴

岡
雛
菓
子
」「
笹
巻
」「
と
ち
も
ち
」の
３
つ
を

取
り
上
げ
、
歴
史
的
価
値
や
文
化
的
価
値
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
成
果
を
公
表

し
た
。
地
域
や
家
庭
、
職
人
の
手
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
つ
る
お
か
伝
統
菓
子
は
、

四
季
の
う
つ
ろ
い
と
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
夜
の
用
務
が
少
な
く
な
り
、

車
で
子
供
の
迎
え
を
担
当
す
る
こ
と
が
増
え

た
。
思
い
返
せ
ば
、
子
供
の
頃
は
ほ
と
ん
ど

自
転
車
で
移
動
し
て
い
た
の
で
、
親
に
送
迎

し
て
も
ら
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。

祖
父
母
は
よ
く
「
鶴
岡
」
に
行
っ
て
く
る
と

言
っ
て
自
転
車
で
出
掛
け
て
い
た
。
昭
和
30

年
に
鶴
岡
市
に
編
入
さ
れ
た
地
域
に
住
む
祖

父
母
に
と
っ
て
、「
鶴
岡
」
と
は
お
店
な
ど

が
あ
る
街
の
中
と
い
っ
た
意
味
合
い
だ
っ
た
。

　

孟も
う
そ
う宗
の
季
節
の
あ
る
日
、
祖
父
の
自
転
車

の
後
ろ
に
付
い
て
小
さ
な
自
転
車
を
30
分
ほ

ど
こ
い
だ
。
着
い
た
先
は
殿
様
の
お
屋
敷
だ

っ
た
。
自
転
車
の
後
ろ
に
ひ
も
で
し
っ
か
り

と
縛
り
積
ま
れ
て
い
た
の
は
、
祖
父
が
朝
掘

っ
た
孟
宗
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
季
節
に
な
る

と
思
い
出
す
、
殿
様
の
同
級
生
だ
っ
た
祖
父

の
こ
と
、
少
年
時
代
、
城
下
町
の
記
憶
。

　

４
月
７
日
、
１
５
１
年
の
開
墾
記
念
日
の

松
ヶ
岡
を
訪
ね
た
。
シ
ル
ク
ミ
ラ
イ
館
は
四
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地元に回帰する学生の奨学金返済を支援します
　奨学金を利用して大学等に進学し、現在在学中の鶴岡市出身者等が、卒業後、市内に居住・就業した
場合に、鶴岡市と山形県が連携して奨学金の返済を支援します。

大学等の
在学中に応募

卒業後、13か月以内に
市内（県内）に居住・
就職

市内（県内）に居住・
就職してから３年経過

支援金給付
（10年間）

市

貸付機関に
返還

県
＋

■支援までの流れ（県の事業に市が上乗せして支援します）

■申本所政策企画課☎35‐1184つるおかエール奨学金返済支援事業
■市の事業

▲

支援額　修学期間に借り入れた奨学金等の返済残額相当額
　　　　　（上限：４万2,000円×12か月×正規の修学年数）▲

対象者　次の①～⑤全てに該当する方
　　　　　①市内出身で大学等に在学中の学生、または市外出身で庄内地域の大学等に在学中の学生である
　　　　　②日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡市育英奨学金のいずれかを利用している
　　　　　③大学等卒業後、市内企業等への就業、または市内での創業を希望する（公務員を除く）
　　　　　④大学等卒業後、13か月以内に市内に居住し、３年以上継続する見込みである
　　　　　⑤やまがた就職促進奨学金返還支援事業【やまがた若者定着枠】に応募する（県事業対象者の場合）

やまがた就職促進奨学金返還支援事業【やまがた若者定着枠】
■県の事業

■申管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861

▲

支援額　次のいずれか低い方の額　・２万6,000円×令和４年４月以降の奨学金貸与月数
　　　　　　　　　　　　　　　　　・県内居住・就業から３年経過後の返還残額▲

対象者　次の①～④全てに該当する方
　　　　　①県内高校等を卒業し大学等に在学中の学生、または県内にある大学等に在学中の学生である
　　　　　②日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡市育英奨学金のいずれかを利用している
　　　　　③大学等卒業後、県内企業等への就業、または県内での創業を希望する（公務員、医師、看護師
　　　　　　等、保育士、介護福祉士を除く）
　　　　　④大学等卒業後、13か月以内に市内に居住かつ県内に就業し、５年以上継続する見込みである

募集期間
（市と県共通）

５月27日○金 ～
６月30日○木 午後５時

※両事業に応募する場合など、問合せや書類提出は
　政策企画課、管理課どちらでも受け付けます。
※各事業の詳細は、市HPに掲載の募集要項等をご覧
　ください。

番
蚕
室
の
外
観
を
活
か
し
つ
つ
、
中
に
入
る

と
、
シ
ル
ク
産
業
の
歴
史
を
入
り
口
に
、
最

新
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
が
並
び
、
糸

紡
ぎ
や
手
織
り
な
ど
の
体
験
も
で
き
る
施
設

に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
た
。

　

４
月
８
日
、
根
室
市
か
ら
お
い
で
に
な
っ

た
㈱
藤
井
水
産
の
藤
井
景
介
社
長
に
お
会
い

し
た
。
根
室
の
基
礎
を
築
い
た
松
本
十
郎
翁

は
、
現
在
の
若
葉
町
で
生
ま
れ
た
旧
庄
内
藩

士
。
明
治
２
年
に
移
民
１
３
０
人
と
共
に
北

海
道
開
拓
使
判
官
と
し
て
根
室
に
入
り
、
今

も
っ
て
松
本
町
の
名
が
残
る
な
ど
、
根
室
の

父
と
し
て
敬
わ
れ
て
い
る
。
藤
井
社
長
は
根

室
市
長
の
ご
名
代
と
し
て
本
市
に
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
お
持
ち
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
ま

た
、
札
幌
の
桑
園
地
区
の
開
拓
に
松
本
翁
と

松
ヶ
岡
の
開
墾
士
が
当
た
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
折
し
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
そ

し
て
世
界
が
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
直
面
し
て
い

る
。
蝦
夷
地
か
ら
北
海
道
へ
の
時
代
の
過
渡

期
の
中
、
北
方
警
備
と
開
拓
に
当
た
っ
た
庄

内
藩
士
か
ら
連
な
る
壮
大
な
歴
史
に
、
胸
が

熱
く
な
っ
た
。
藤
井
社
長
に
は
サ
ム
ラ
イ
ゆ

か
り
の
シ
ル
ク
製
品
を
感
謝
と
友
好
の
あ
か

し
と
し
て
お
渡
し
し
た
。

　

４
月
４
日
、
恒
例
の
市
長
講
話
で
新
規
採

用
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
し
た
際
、
今
日

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
、
日
々
の
積
み
重
ね
、
そ

し
て
課
題
解
決
に
挑
む
こ
と
の
重
要
性
を
述

べ
た
。
現
状
を
把
握
、
分
析
し
、
ど
う
対
応

す
る
か
、
政
策
手
段
を
考
え
る
、
市
役
所
の

仕
事
は
市
民
の
皆
様
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
行
き
着
く
。
私
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来

て
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
酒
井
家
庄
内
入
部

４
０
０
年
の
本
年
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

伝
統
を
、
創
造
的
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

健
康
・
福
祉

40
歳
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

■日
８
月
19
日
○金
・
31
日
○水
、
９
月
15
日
○木

■
受
付
時
間　

午
前
６
時
15
分
～
７
時　

■場

荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
職
場
等
で
健
診
機
会
の

な
い
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
58
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
各
日
先
着
20
人　

■内
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
等　

■費
加
入
し
て
い
る
保
険
証
の

種
類
及
び
健
診
項
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す　

■申
５
月
31
日
○火
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り（
要
事
前
申
請
）

40
歳
未
満
の
方
へ 

さ
わ
や
か
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
10
月
３
日
○月
午
後

１
時
30
分
・
４
日
○火
午
前
９
時
、
午
後
１
時

30
分
・
25
日
○火
午
前
９
時
、
午
後
１
時
30
分
、

11
月
４
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■他
託
児
あ
り

（
要
予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診　

■日
11
月
７
日
○月
・
14
日
○月

・
15
日
○火
午
後
１
時
30
分　

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭
和
58
年
４
月

１
日
以
降
生
ま
れ
の
方　

■内
一
般
健
康
診
査

（
身
体
計
測
〈
身
長
、
体
重
、
腹
囲
〉、
血
圧

測
定
、
内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
〈
た

ん
ぱ
く
、
糖
〉、
血
液
検
査
〈
脂
質
、
肝
機
能
、

貧
血
、
血
糖
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
〉）　

■費

１
、
５
０
０
円　

■申
５
月
６
日
○金
～
７
月
29

日
○金
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
３
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

減
免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

完
全
予
約
制
で
す 

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
５
月
18
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の

み
）、
ま
た
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で

程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を
希

望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）

■
相
談
科
目　

聴
覚
（
■定
８
人
）、
肢
体

（
■定
６
人
）　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■申
５
月
13
日

○金
～
17
日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７

３
ま
た
は
FAX
25
‐
９
５
０
０
ヘ

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

▼
特
別
障
害
者
手
当　

■対
20
歳
以
上
で
、
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
１
級
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど
著
し
い
重
度
の

障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

２
万
７
、
３
０
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当　

■対
20
歳
未
満
で
、
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

１
万
４
、
８
５
０
円

▼
共
通　

■対
障
害
は
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・

心
臓
・
腎
臓
・
精
神
等
（
施
設
入
所
、
入
院

中
の
方
を
除
く
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐

１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
要
診
断
書

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の　

費
用
を
助
成
し
ま
す

　

自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
そ
の
出
張
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
で
、
老
衰
や
病
気
等
で
理
容
所

や
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
、
要
介
護

３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

■内
１
回

１
、
０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
を
交
付

（
年
６
枚
ま
で
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
を
補
給
し
ま
す

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
専
用
居
室
等
の
増
築

や
修
繕
な
ど
を
す
る
際
、
市
内
の
指
定
金
融

機
関
（
漁
協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
か

ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
利
子
の
一
部
を
補

給
し
ま
す
。

■対
①
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
～
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
上
記
①
～
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し

て
い
る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０

万
円
以
内　

■
利
率　

１
・
２
％
（
変
動
あ

り
）
で
す
が
、
市
が
利
子
補
給
す
る
た
め
利

子
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん　

■
返
済
方

法　

10
年
以
内
で
元
利
均
等
ま
た
は
元
金
均

等
の
月
賦
償
還　

■申
高
齢
者
…
本
所
長
寿
介

護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

障
害
者
…
本
所
福
祉
課
☎

35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ　

■他
補
給
の
可
否
は
審
査
の
上
決
定

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生
で
、
前

年
度
の
所
得
が
一
定
額
以
下
等
の
方
は
、
在

学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
猶

予
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
に
追
納
可
）。

納
付
特
例
の
適
用
を
希
望
す
る
方
は
、
住
民

登
録
が
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
で
、

早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生　

■持
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
基
礎

年
金
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書　

■問
鶴
岡
年
金
事

務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課

☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

■他
学
生
の
間
は
毎
年
要
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
各

自
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該
当
す

る
方
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

申
込
み
を
し
た
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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児童手当制度が一部変わります
■問本所子育て推進課☎35‐1291または各地域庁舎市民福祉課へ　■他市HP　

　児童手当法の改正に伴って、現況届の提出が原則不要となります。また、令和４年10月支給分（６月～
９月分）から、児童を養育している方の所得が所得上限限度額を超える場合、特例給付は受けられません。

▲

現況届の提出が原則不要となります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　現況届は、毎年６月１日時点で、引き続き児童手当等を受給する要件を満たしているかを確認するために
提出していただくものです。
　これまでは全ての方に提出をお願いしていましたが、令和４年６月以降は原則不要となります。ただし、
提出が必要な一部の方には例年どおり現況届を送付しますので、６月１日以降に提出してください。また、
受給している方が結婚または離婚した場合や、年金種別の変更等があった際は、随時届出をお願いします。

▲

児童手当の特例給付支給に係る所得上限限度額が設けられます　　　　　　　　　　　　　
　児童を養育している方の所得が、下表の所得上限限度額を超える場合、特例給付は受けられません。

児童手当 所得制限限度額
（特例給付） 所得上限限度額

児童手当
支給額

児童１人当たり
月１万円または
月１万5,000円

下記の所得額を超える場合
児童１人当たり

月5,000円

下記の所得額を超える場合
支給なし

扶養親族等の数 所得額 所得額 収入額の目安 所得額 収入額の目安
０人 622万円未満 622万円 833.3万円 858万円 1,071万円
１人 660万円未満 660万円 875.6万円 896万円 1,124万円
２人 698万円未満 698万円 917.8万円 934万円 1,162万円
３人 736万円未満 736万円 960万円 972万円 1,200万円
４人 774万円未満 774万円 1,002万円 1,010万円 1,238万円

※表内の「収入額の目安」
　は給与収入のみで計算
　しています。
※あくまで目安であり、
　実際は給与所得控除等
　を控除した後の所得額
　で所得制限限度額・所
　得制限上限額を確認し
　ます。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？　

次
の
方

以
外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん　

①
会
社
等
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▼
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
会
社
等
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
に
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
に
な
り
、
他
の
健
康
保
険
料
と
国
保
税

を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

？　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以

外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶

養
に
な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

健
康
保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会

社
等
で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
5
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

６
月
３
日
○金
ま
で
に
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
証
を
継
続

し
て
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

「
里
親
さ
ん
」
に
な
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
様
々
な
事
情
で
養
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

持
っ
て
温
か
く
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
養
育
し

て
く
だ
さ
る
「
里
親
さ
ん
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
登
録
申
請
な
ど
、
詳
し
く
は
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
４
１
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
お
ね
が
い

会
員
）
と
援
助
を
し
た
い
方
（
ま
か
せ
て
会

員
）、そ
の
両
方
を
兼
ね
る
方
（
両
方
会
員
）

が
と
も
に
支
え
合
う
組
織
で
す
。

　

現
在
、
ま
か
せ
て
会
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
、
で

き
る
と
き
に
で
き
る
事
を
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
援
助
対
象
年
齢　

生
後
２
か
月
～
小
学
生　

■費
１
時
間
６
０
０
円
か
ら　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
事
務
局

☎
25
‐
２
７
４
１
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▼
乾
電
池　

�

中
身
が
見
え
る
透
明
な
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
型
電
池
や
角
型
電

池
等
は
、
発
火
を
防
ぐ
た
め
電
極
に
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
絶
縁
し
て
く
だ
さ
い

▼
電
子
た
ば
こ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

過
度
な
力
が
加
わ
る
と
発
熱
・
発
火
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
物
と
分
け
て
透

明
な
袋
に
入
れ
、
蛍
光
管
・
乾
電
池
等
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

鶴
岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

　

５
月
30
日
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
て

湯
野
浜
海
水
浴
場
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い

ま
す
。
海
岸
の
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■日
５
月
30
日
○月
午
前
10
時
（
湯
野
浜
小
脇
海

水
浴
場
駐
車
場
集
合
）　

■持
軍
手

等　

■申
５
月
20
日
○金
ま
で
廃
棄
物

対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

毎
日
が
防
犯 

気
を
付
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
り
、
外
出
す
る

機
会
も
増
え
て
、
次
の
よ
う
な
犯
罪
が
多
発

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

▽
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺　

▽
住
宅
侵
入

（
空
き
巣
）　

▽
不
審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去

り　

▽
ス
ト
ー
カ
ー
・
痴
漢
・
ひ
っ
た
く
り　

▽
車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
難

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

者
等
の
減
免
は
、
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か

ら
、
５
月
31
日
○火
ま
で
同
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
今
ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方
は
、

車
が
変
わ
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
公
益

減
免
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
）

生
活

ス
プ
レ
ー
缶
等
の　
　
　
　

ご
み
の
出
し
方
に
注
意
！

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ

タ
ー
等
を
捨
て
る
際
は
、
必
ず
中
の
ガ
ス
を

使
い
切
り
、
市
指
定
の
青
色
の
ご
み
袋
「
金

属
・
そ
の
他
」
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
缶
を
振

っ
て
音
が
す
る
と
き
は
中
身
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
ご
み
収
集
車

や
ご
み
処
理
施
設
で
の
火
災
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
使
い
切
れ
な
い
場
合
は
、

所
定
の
手
順
で
、
必
ず
風
通
し
が
良
く
火
気

の
な
い
屋
外
で
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
の
で
穴
は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

蛍
光
管
・
乾
電
池
等
の　
　

ご
み
の
出
し
方
に
注
意
！

　

蛍
光
管
や
乾
電
池
等
は
、
月
１
回
の
指
定

日
に
収
集
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
蛍
光
管　

�
購
入
し
た
際
の
ケ
ー
ス
な
ど
に

入
れ
て
、
割
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ス
が
な
い
場
合
や
割
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
新
聞
紙
等
に
包
ん
で
く
だ
さ
い

▼
共
通　

■持
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
等
）　

■申
本
所
市
民
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ　

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３　

■他
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
交
付
は
６
月
10
日
○金
か
ら

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日　

５
月
10
日
○火　

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
方　

■
納
期
限　

第
１
期
…
５
月
31

日
○火　

第
２
期
…
８
月
１
日
○月　

第
３
期
…

来
年
１
月
４
日
○水　

第
４
期
…
２
月
28
日
○火

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８　

■他
納
税

通
知
書
に
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と

の
「
課
税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま

す
。
必
ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
乗
用
の
農
機
具
等
を
含
む
）
を
所
有
し

て
い
る
方　

■
納
期
限　

５
月
31
日
○火
（
１

年
分
を
１
回
で
納
付
。
月
割
り
課
税
な
し
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し
て

も
令
和
４
年
度
分
全
額
を
納
付
）　

■問
本
所

課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６　

■他
納
税
証
明
書

は
車
検
時
に
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
（
口
座
振
替
の
方
に
は
５
月
31
日

○火
の
引
き
落
と
し
後
に
発
送
）。
身
体
障
害

こ
ん
な
と
き
は
子
育
て
短
期
支
援

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
病
気
、
冠
婚
葬
祭
等
で
一
時
的
に
子
育
て

で
き
な
い
場
合
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）　

■内

７
日
を
限
度
に
預
か
り　

■費
２
歳
未
満
…
５
、

３
５
０
円　

２
歳
以
上
…
３
、
０
０
０
円

▼
仕
事
等
で
夜
間
や
休
日
に
不
在
に
な
る
場

合
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）　

■費
夜
間
（
午

後
９
時
ま
で
）
…
１
、
５
０
０
円　

土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
…
３
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■対
小
学
生
以
下　

■費
子
供
１
人
1

日
。
市
民
税
の
課
税
状
況
等
で
減
免
あ
り　

■
実
施
施
設　

２
歳
未
満
…
鶴
岡
乳
児
院

２
歳
以
上
…
七
窪
思
恩
園　

■問
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１

税令
和
４
年
度
市
・
県
民
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
13
日
○金
に
各
事
業
所
に
発
送
。
各
個
人

に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
10
日
○金
に
各
個
人

に
発
送
し
ま
す　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

令
和
３
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
13
日
○金
か
ら
発
行

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
10
日
○金
か
ら
発
行
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大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う 

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
確
認
や
準

備
を
し
て
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
留
意
し
ま
し
ょ

う　

▽
避
難
所
・
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ

う　

▽
非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
、
水

か
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

河
川
や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間

違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
５
月
18
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

土
砂
災
害
危
険
区
域　
　
　

実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
は
危
険
区
域
近
隣
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
５
月
９
日
○月
〜
27
日
○金　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
小
型
の
蛾
で
、

幼
虫
は
樹
木
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
の
発
見
と
駆

除
が
大
切
で
す
。

■日
５
月
17
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
町
内
会
、
自
治
会　

■内
有
効
な
防

除
方
法
と
薬
剤
散
布
の
注
意
点
の
説
明
、
噴

霧
機
械
貸
出
し
申
込
み
の
受
付
順
番
決
定
の

抽
せ
ん　

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

今
年
も
や
り
ま
し
ょ
う 

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
、

エ
コ
で
賢
い
選
択
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
に

賛
同
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
、
オ
フ
ィ
ス

で
も
、
外
気
温
や
湿
度
、
建
物
の
状
況
、
体

調
等
を
考
慮
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
、

適
正
な
室
温
で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
環
境
省
で
は
、
実
施
期

間
を
定
め
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

５
月
は
「
自
転
車
月
間
」 

ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
は
自
転
車
で

　

自
転
車
は
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
自

然
環
境
に
優
し
く
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に

も
な
る
移
動
手
段
で
す
。
乗
車
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
、
移
動
を
エ
コ
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

気
候
変
動
を
み
ん
な
で
調
査
「
東
北

の
自
然
と
く
ら
し
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
」

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
気
候
変
動
適
応
に
関

す
る
市
民
参
加
型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

気
候
変
動
に
よ
る
自
然
や
暮
ら
し
の
変
化
を

追
跡
し
、「
適
応
」
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
・
法
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
買
契
約
、

相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
等
で
森
林
（
登

記
上
の
地
目
に
か
か
わ
ら
ず
都
道
府
県
が
作

成
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
森
林
）
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合

は
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
で

す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買

契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不
要
）。
面
積

の
基
準
は
な
く
全
て
の
取
得
が
対
象
で
す
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

令和５年４月１日採用予定 

荘内病院職員募集 ■問同院総務課☎26‐5111内線6341　

■募集職種・受験資格▲ �

��薬剤師（大卒程度）…昭和63年４月２日以
降に生まれ、薬剤師免許を取得している方

（令和５年４月までに取得見込みの方を含
む）
■試験日時・会場▲ �

�適性検査
　全国の試験会場でオンライン受験
　６月６日○月 ～19日○日▲ �

�面接試験（オンライン面接）
　６月26日○日
　※受験申込み後に面接時間を指定します。

■申込み受付▲ �

��５月２日○月 ～20日○金 に申込書を同院総務課へ（郵送
の場合は20日の消印有効）▲

市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付▲

�郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛
先を明記した角形２号封筒。折り畳んでもかまいませ
ん）、応募職種・連絡先のメモを同封して、同院総務
課（〒997‐8515市内泉町４‐20）へ▲ �

�市HP「人事・職員採用」及び同院HP「職員募集」から
ダウンロードすることもできます
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

宅
建
築
が
可
能
な
土
地
で
あ
る
こ
と
等
（
詳

細
は
要
問
合
せ
）　

■
指
定
区
域　

本
町
一

丁
目
～
三
丁
目
、
三
和
町
、
睦
町
、
三
光
町
、

双
葉
町
、
千
石
町
、
昭
和
町
、
大
東
町
、
神

明
町
、
苗
津
町
、
日
出
一
丁
目
・
二
丁
目
、

錦
町
、
新
形
町
、
上
畑
町
、
山
王
町
、
泉
町
、

若
葉
町
、
家
中
新
町
、
馬
場
町
、
東
新
斎
町
、

城
北
町
、
陽
光
町
、
青
柳
町
、
美
原
町
、
大

宝
寺
町
、
末
広
町
、
日
吉
町
、
宝
町
、
鳥
居

町
、
新
海
町
、
大
西
町
、
み
ど
り
町
、
西
新

斎
町　

■申
５
月
２
日
○月
～
８
月
31
日
○水
に
本

所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
１
５
へ

危
険
空
き
家
の
解
体
に　
　

補
助
し
ま
す

■対
個
人
ま
た
は
住
民
自
治
組
織
等
の
団
体
が
、

危
険
な
空
き
家
の
解
体
に
要
し
た
費
用
の
一

部　

■
補
助
金
額　

個
人
…
解
体
費
の
40
％

ま
た
は
解
体
費
が
土
地
の
評
価
額
を
上
回
っ

た
部
分
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額
（
上
限

50
万
円
）　

団
体
…
解
体
に
要
し
た
実
費（
上

限
75
万
円
）　

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２

４
７　

■他
市
HP

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
向

け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
！

■対
商
談
会
参
加
、
Ｐ
Ｒ
資
材
製
作
な
ど
農
産

物
等
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み　

■
補
助
金
額　

販
路
拡
大
支
援
メ
ニ
ュ

ー
…
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
は
国
内
10
万
円
、
海
外
25
万
円
）　

Ｐ
Ｒ

資
材
製
作
支
援
メ
ニ
ュ
ー
…
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
は
10
万
円
）　

■申

本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５　

■他
市
HP

が
あ
る
た
め
、
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
資
料

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

を
市
HP
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
窓
口
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。
自
宅
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

あ
る
方
は
、
資
料
を
基
に
点
検
・
安
全
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
・
中
学
校
か
ら
５
０
０
ｍ
以
内

の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
津
波
避
難
路
に
面
す

る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
解
体
す
る
場
合
、
費

用
の
一
部
（
最
大
８
万
円
）
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

南
銀
座
通
り
が
６
月
14
日
か
ら 

対
面
通
行
に
な
り
ま
す

　

本
町
二
丁
目
の
南
銀
座
通
り
の
一
方
通
行

規
制
を
６
月
14
日
○火
午
前
10
時
に
解
除
し
ま

す
。
十
分
に
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
ま
た
は
本

所
土
木
課
☎
35
‐
１
３
８
５
へ

そ
の
他

老
朽
危
険
空
き
家
の
寄
附
を

受
け
付
け
ま
す

　

空
き
家
は
近
隣
の
住
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
市
で
は
住
環
境
整
備
の
た
め
、
老

朽
危
険
空
き
家
の
寄
附
を
受
け
付
け
、
解
体

整
地
し
た
土
地
を
若
者
世
帯
等
に
対
し
、
分

譲
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
要
件　

次
の
指
定
区
域
に
あ
る
老
朽

危
険
度
が
高
い
不
良
住
宅
で
あ
る
こ
と
、
住

５
月
31
日
世
界
禁
煙
デ
ー　

５
月
31
日
～
６
月
６
日
禁
煙
週
間 

な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

　

飲
食
店
、
事
業
所
、
自
治
会
公
民
館
な
ど

の
多
く
の
施
設
は
、
原
則
「
屋
内
禁
煙
」
で

す
。
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
が

地
域
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
庄
内
保
健
所
☎
66
‐
５
４
７
６
ま
た
は
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
へ

熊
の
出
没
に
注
意
！

　

ブ
ナ
の
実
が
凶
作
の
年
は
、
冬
眠
か
ら
目

覚
め
た
熊
が
餌
を
求
め
、
人
里
に
出
没
す
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

熊
の
目
撃
情
報
は
、
早
朝
と
夕
方
に
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
に
山
林

や
山
際
の
農
地
に
行
く
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ

ジ
オ
等
、
音
の
よ
く
出
る
物
を
携
帯
し
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
生
ご
み

や
野
菜
く
ず
は
熊
の
餌
に
な
る
の
で
、
山
林

や
農
地
へ
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
本
所
農
政
課
☎
35

‐
１
２
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設

課
へ
。
ま
た
、
民
家
に
近
い
場
合
は
警
察
署

に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
・
安
全

対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

ひ
び
割
れ
、
傾
き
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

倒
壊
に
よ
る
重
大
な
事
故
や
、
倒
れ
た
塀
に

よ
っ
て
避
難
や
救
助
の
妨
げ
に
な
る
可
能
性

飼
う
人
も
飼
わ
な
い
人
も
住

み
よ
い
ま
ち
に
！

　

市
に
は
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
年
間

40
件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

が
ふ
ん
尿
や
餌
や
り
へ
の
苦
情
で
す
。

▼
む
や
み
に
野
良
猫
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う　

野
良
猫
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
に

よ
っ
て「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
感
染
し
死
に
至
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

▼
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う　

特
定
の
場
所
に
多
く
の
猫
が
集
ま
り
、
近
隣

へ
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
動
物
に
愛
情
を

掛
け
る
こ
と
は
尊
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
人
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
よ
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
餌
を
与
え
る
方
は
、
そ
の

猫
の
飼
い
主
と
な
り
ま
す
。
自
分
で
責
任
が

持
て
な
い
場
合
は
安
易
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い

▼
猫
に
餌
を
与
え
る
方
は
飼
い
主
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い　

猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
事
故
等
で
負
傷
し
た
猫
が

保
健
所
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
首
輪
や
名
札
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ふ
ん
の
始

末
を
し
て
く
だ
さ
い
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場

合
は
避
妊
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

▼
犬
・
猫
の
譲
渡　

庄
内
保
健
所
（
☎
66
‐

４
７
４
８
）
で
は
、
犬
・
猫
を
譲
渡
す
る
事

業
の
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
、
譲
り
受

け
た
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
25
‐
２
７
３
１
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移
住
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
経
費

を
助
成
し
ま
す

■対
法
人
事
業
者
…
県
外
に
所
在
し
雇
用
す
る

労
働
者
を
本
市
に
移
住
さ
せ
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
企
業　

個
人
事
業
者
…
県
外
か
ら
本
市

に
移
住
し
事
務
所
を
設
け
て
事
業
を
開
始
す

る
方
で
、
移
住
後
、
本
市
に
１
か
月
以
上
居

住
し
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
県
外
事
業
者
と
取

引
を
行
う
方　

■
補
助
率　

対
象
経
費
の
４

分
の
１　

■
対
象
経
費
・
補
助
上
限
額　

通

信
環
境
整
備
費
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

通

信
費
…
月
額
１
、
２
５
０
円　

在
宅
勤
務
に

係
る
手
当
…
一
時
金
（
１
回
５
万
円
）
ま
た

は
毎
月
払
（
月
額
４
、
５
０
０
円
）　

シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
使
用
料
…
月
額
３
、
０
０
０
円　

本
社
等
へ
の
出
張
交
通
費
…
３
万
円　

■申
本

所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９
１　

■他
市
HP

鶴
岡
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム　

支
援
事
業
補
助
金

　

市
内
に
自
己
居
住
用
住
宅
の
あ
る
方
が
、

市
内
の
業
者
に
次
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

は
耐
震
改
修
工
事
を
発
注
す
る
場
合
に
補
助

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
工
事

を
始
め
て
い
る
場
合
や
終
了
し
て
い
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助　

■対
住
宅
の
性
能
向
上

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
雪

下
ろ
し
の
命
綱
を
固
定
す
る
金
具
の
設
置
等
、

一
定
の
要
件
を
含
む
工
事
（
30
万
円
以
上
）

■
基
本
補
助
率　

▽
移
住
・
新
婚
・
子
育
て

世
帯
…
工
事
費
の
５
分
の
１（
上
限
30
万
円
）

▽
そ
の
他
の
世
帯
…
工
事
費
の
10
分
の
１

（
上
限
20
万
円
）　

■他
鶴
岡
産
木
材
使
用
、
空

き
家
活
用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
更
に
補
助
率
が
加
算

▼
耐
震
改
修
補
助　

■対
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
旧
耐
震
基
準
の
木
造
一
戸

建
て
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事　

■
補
助
率

工
事
費
の
３
分
の
１
（
上
限
60
万
円
）　

■他

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
と
の
併
用
可
。
希
望
者
は

耐
震
診
断
（
■費
１
万
３
、０
０
０
円
）
可

▼
共
通　

■申
来
年
１
月
13
日
○金
ま
で
本
所
建

築
課
☎
35
‐
１
４
３
２
へ　

■他
予
算
の
範
囲

内
で
行
う
た
め
、
募
集
期
間
中
に
終
了
す
る

場
合
あ
り
。
市
HP

家
庭
や
事
業
所
等
へ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
を
支
援
し
ま
す

▼
対
象
の
設
備
と
補
助
金
ま
た
は
補
助
率

設
備
の
種
類

補
助
単
価
・
率

（
補
助
金
上
限
額
）

太
陽
光
発
電
設
備

１
ｋ
Ｗ
当
た
り

１
万
５
、０
０
０
円

（
上
限
12
万
円
）

木
質

バ
イ
オ
マ
ス

燃
焼
機
器

ス
ト
ー
ブ
３
分
の
１

（
上
限
５
万
円
）

ボ
イ
ラ
ー
10
分
の
１

（
上
限
15
万
円
）

太
陽
熱
利
用
装
置

10
分
の
１

（
上
限
２
万
５
、０
０
０
円
）

地
中
熱
利
用
装
置

10
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

■申
来
年
２
月
28
日
○火
ま
で
に
本
所
環
境
課
☎

35
‐
１
２
４
７
へ　

■他
既
存
設
備
の
更
新
や

全
量
売
電
等
は
対
象
外
。
予
算
の
範
囲
内
で

行
う
た
め
、
募
集
期
間
中
に
終
了
す
る
場
合

あ
り
。
市
HP

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

５
階
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

美
原
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
平
屋
３
L
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅

木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

２
階
・
３
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降　

■申
５
月
２

日
○月
～
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
内
山
形
県
す

ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ

７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
参
議
院
議
員
選
挙 

期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
募
集

■日
公
示
日
～
投
票
日
前
日
（
１
日
・
２
日
程

度
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時　

■場
市
役

所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■対
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
（
政
党
や
政
治
団
体
等
に
所
属
す

る
方
及
び
同
選
挙
の
候
補
者
ま
た
は
候
補
者

に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
２
親
等
以
内
の
血
族

は
不
可
）　

■
報
酬　

日
額
９
、
６
０
０
円　

■申
５
月
20
日
○金
ま
で
本
所
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
35
‐
１
７
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

地域連携ＩＣカード 

「shoko cherica」利用促進事業
■問本所地域振興課☎35‐1191または庄内交通㈱22‐2600

 「s
シ ョ ウ コ ウ

hoko c
チ ェ リ カ

herica」は、庄内交通の路線バス運賃
のキャッシュレスでの支払いや、バス定期券及び
ゴールドパス機能が付与できる交通系ＩＣカード
です。チャージした金額は全国相互利用サービス
に加盟しているＩＣカード対応の鉄道・バス・コ
ンビニ・飲食店等で利用できます。
　５月14日○土 のshoko chericaサービス開始に
伴って、市では、庄内交通のバス定期券利用者（高
齢者、高校生等）で同カードを新規に購入する方
に対して、チャージ金額500円分を進呈します。

■新規販売金額　チャージしたい金額にデポジット（預
　かり金）500円を加えた額　
　※デポジットはカード返却時に返還します。
■市の補助金額　チャージ金額500円（１人１回限り）
■販売場所　エスモールバスターミナル／庄内交通温海
　営業所
■チャージ可能場所　エスモールバスターミナル／庄内
　交通温海営業所／庄内交通が運行する一般路線バス車
　内／高速バス「酒田・鶴岡～山形線」バス車内／Suica
　へのチャージが可能なコンビニ　等　
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温海 しゃりん旬菜まつり

タラの芽や行者ニンニク、コゴミ、山ウ
ドなど、新鮮な山菜や野菜が並びました。
旬の味覚を求める人々で大にぎわいです。

４.17

＜道の駅「あつみ」しゃりん＞

鶴岡 企画展「藤沢周平が描いた庄内藩」

酒井家庄内入部400年を記念して開催。
庄内藩の史実を題材とした作品を、自筆
原稿や創作メモを展示し紹介しています。

３.25
～
11 .15

＜藤沢周平記念館＞

櫛引 サケの稚魚放流

漁業関係者や櫛引南小の児童が参加し水
無川に放流。「大きくなってね！」などと
声を掛け、川を下る稚魚を見送りました。

３.９

＜写真：板井川地区＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

羽黒 かんたん燻製

４.９

＜創造の森交流館＞

段ボールやフライパンを使った燻
くん

製講座。
チップの種類や食材による加熱時間の違
いを学び、豊かな香りを楽しみました。

鶴岡 てくてく健康里山あるき「赤川土手お花見ウォーク」

少し冷たい風が吹く中、約50人が4.8㎞
のウォーキングを楽しみました。満開の
桜の木漏れ日が参加者を照らしています。

４.16

＜赤川土手周辺＞

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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六
十
里
越
街
道
安
全
祈
願
祭 

～
雪
ツ
バ
キ
回
廊
を
歩
く
～

■日
５
月
21
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
多
層
民
家

前
〈
田
麦
俣
地
内
〉
集
合
）　

■場
多
層
民
家

→
蟻
腰
坂
→
弘
法
茶
屋
跡
→
千
手
ブ
ナ
→
起

点　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申

５
月
13
日
○金
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

今
年
も
朝
市
開
催
し
ま
す
！

■日
５
月
22
日
か
ら
の
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜

日
午
前
５
時
30
分
～
７
時　

■場
鶴
岡
公
園
東

駐
車
場
（
旧
荘
内
病
院
跡
地
）　

■問
佐
藤
☎

24
‐
８
０
１
５　

■他
５
月
22
日
は
１
、
０
０

０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
粗
品
を
進
呈
。

出
店
者
募
集
中

摩
耶
山
春
の
登
山
会

■日
５
月
22
日
○日
午
前
８
時
（
ま
や
の
や
か
た

〈
越
沢
地
区
内
〉
集
合
）　

■内
安
全
祈
願
神
事
、

登
山
、
特
産
品
販
売　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
摩
耶
山
山
岳
愛
好
会

入
会
者
募
集
（
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）

つ
る
お
か
森
の
時
間 

歩
く
ひ
ゃ
く
ね
ん
森
・
見
る
風
力
発
電

■日
５
月
22
日
○日
午
前
８
時
10
分
～
午
後
３
時

30
分
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
三
瀬
地
区

内　

■定
20
人　

■内
森
林
散
策
等　

■費
高
校
生

以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、

０
０
０
円　

■申
５
月
12
日
○木
ま
で
グ
ー
グ
ル

収
穫
量
に
加
算

タ
キ
タ
ロ
ウ
館
オ
ー
プ
ン

■日
５
月
上
旬
～
11
月
中
旬　

■時
火
曜
～
金
曜

日
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■内
伝

説
の
巨
大
魚
「
タ
キ
タ
ロ
ウ
」
資
料
展
示
、

登
山
情
報
掲
示
、
食
堂
、
釣
堀
（
１
さ
お
５

５
０
円
）　

■問
同
館
☎
55
‐
２
４
５
２　

■他

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
受
け
付
け

月
山
筍
尽
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー 

月
山
筍
御
膳

■日
５
月
14
日
○土
～
29
日
○日
午
前
11
時
～
午
後

５
時　

■費
１
、
６
０
０
円　

■場
・
■申
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３　

■他
予
約
優
先

致
道
博
物
館
「
徳
川
四
天
王
筆
頭　

酒
井
忠
次
」
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■日
５
月
14
日
○土
午
後
２
時　

■内
古
文
書
や
美

術
工
芸
品
か
ら
酒
井
忠
次
の
軌
跡
を
た
ど
る

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４
０
０
円

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎

22
‐
１
１
９
９

出
羽
庄
内
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー 

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
編

■日
５
月
15
日
○日
午
後
２
時　

■定
40
人　

■内
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ツ
ア
ー　

■
ガ
イ

ド　

ム
エ
ン
・
シ
・
ト
ア
ン
氏
（
ダ
ナ
ン
在

住
）　

■費
１
ア
カ
ウ
ン
ト
１
、０
０
０
円
（
複

数
人
で
の
参
加
可
）　

■申
出
羽
庄
内
国
際
村

☎
25
‐
３
６
０
０

昔
話
語
り
コ
ー
ナ
ー
（
14
日
の
み
）

▼
東
田
川
文
化
記
念
館　

■日
・
■内
５
月
13
日

○金
～
22
日
○日
…
藤
の
花
写
真
展

▼
共
通　

■問
ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２

２
２
９　

■他
HP

関
川
春
の
山
菜
販
売
会

■日
５
月
８
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■内

旬
の
山
菜
販
売　

■場
・
■問
関
川
し
な
織
セ
ン

タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２

朝
日
地
域
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
バ
イ
キ
ン
グ　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り　
　

■日
５
月
８
日
○日
・
６
月
５
日
○日
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時　

■費
１
皿
１
０
０
円
（
持
ち

帰
り
制
）　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎

58
‐
１
４
５
５

た
に
し
の
楽
校
開
校
日

■日
５
月
８
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
４
時　

■場

旧
大
網
小
田
麦
俣
分
校　

■問
た
に
し
の
楽
校

事
務
局
（
南
）
☎
22
‐
９
６
９
６

大
平
高
原
わ
ら
び
園
開
園

■日
５
月
上
旬
～
６
月
下
旬
の
火
曜
～
木
曜
・

土
曜
・
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午　

■場
同
園

■費
大
人
…
１
、
８
０
０
円
（
５
㎏
ま
で
）　

中
学
生
…
１
、
０
０
０
円
（
５
㎏
ま
で
）　

小
学
生
以
下
…
無
料　

■申
同
園
組
合
☎
０
７

０
‐
６
６
２
６
‐
２
８
１
８　

■他
小
学
生
以

下
が
収
穫
し
た
わ
ら
び
は
付
き
添
い
の
方
の

催
し

ふ
じ
の
花
ま
つ
り

▼
藤
島
体
育
館　

■日
・
■内
５
月
６
日
○金
～
20

日
○金
…
藤
棚
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

７
日
○土
…

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」　

■日
・

■内
５
月
６
日
○金
～
20
日
○金
…
藤
棚
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ　

14
日
○土
・
15
日
○日
…
物
産
販
売
、

屋
台
出
店

▼
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■日
・
■内

５
月
11
日
○水
～
17
日
○火
…
ふ
じ
の
花
芸
術
文

化
展　

５
月
14
日
○土
・
15
日
○日
…
藤
の
花
盆

栽
展
、
藤
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
俳
句
大
会
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎35‐1117へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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０
０
０
円　

■申
５
月
７
日
○土
か
ら

生
涯
学
習
施
設「
里
仁
館
」サ
タ
デ
ー
探
検
隊
！

す
ご
い
ね
庄
内
！
ク
ー
ル
庄
内
！

▼
最
上
川
を
探
検
し
よ
う　

■日
６
月
18
日
○土

午
後
１
時
30
分　

■場
最
上
川
さ
み
だ
れ
大
堰

等
（
酒
田
市
、
庄
内
町
）

▼
酒
田
港
を
探
検
し
よ
う　

■日
８
月
27
日
○土

午
後
１
時　

■場
酒
田
税
関
支
署
等（
酒
田
市
）

▼
森
を
探
検
し
よ
う　

■日
10
月
１
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■場
月
山
ダ
ム　

▼
共
通　

■対
小
学
４
年
～
中
学
２
年
生
と
そ

の
保
護
者
各
日
先
着
40
人　

■費
各
日
５
０
０

円　

■申
５
月
13
日
○金
ま
で
同
館
☎
０
２
３
４

‐
61
‐
４
３
６
１
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

つ
る
お
か
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
２

　

日
常
生
活
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
少
し
の
運
動
を

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

希
望
者
に
は
、
歩
数
な
ど

を
記
録
で
き
る
運
動
記
録

日
誌
を
配
付
し
ま
す
。

■
取
り
組
み
期
間　

５
月
～
11
月
の
事
業
期

間
内
に
各
自
８
週
間
（
56
日
間
）
を
設
定　

■
部
門　

①「
週
に
３
日
以
上
の
運
動
に
挑

戦
」
…
15
分
以
上
の
運
動
を
週
に
３
日
以
上

実
施　

②「
生
活
歩
数
＋
α
で
50
万
歩
へ
の

挑
戦
」
…
生
活
歩
数
を
含
む
取
り
組
み
期
間

内
の
合
計
歩
数
が
50
万
歩　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課

市
民
登
山
「
新
緑
の
温
海
岳
」

■日
６
月
４
日
○土
午
前
７
時
（
市
役
所
本
所
集

合
）　

■場
熊
野
神
社
登
山
口
→
滝
→
山
頂
→

平
清
水　

■対
小
学
生
以
上
先
着
30
人　

■費
３
、

0
０
０
円　

■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■申
５
月

10
日
○火
～
24
日
○火
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

〈
六
十
里
越
街
道
の
日
〉
新
緑
と
残

雪
の
古
道
を
往
く 

六
十
の
詣
で 

壱

■日
６
月
10
日
○金
午
前
８
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
集
合
）　

■場
田
麦
俣
→
独
鈷
茶
屋
跡
→

大
掘
抜
→
細
越
峠
→
湯
殿
山
本
宮
（
９
㎞
）

■定
先
着
11
人　

■費
３
、
５
０
０
円
（
昼
食
代

等
）　

■申
６
月
３
日
○金
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観

光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー
ル

■日
①
６
月
11
日
○土
午
前
10
時

～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～

２
時
30
分　

②
12
日
○日
午
前

10
時
30
分
～
正
午
、
正
午
～

午
後
２
時　

■対
県
内
在
住
の

方
各
回
先
着
２
０
０
人　

■内
①
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
バ
ザ
ー
ル

②
世
界
の
料
理
模
擬
店
を
中
心
と
し
た
バ
ザ

ー
ル　

①
②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
関
係
団

体
の
活
動
紹
介
、
雑
貨
販
売
等　

■場
・
■申
同

館
☎
25
‐
３
６
０
０　

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集　

■対
県

内
在
住
の
方
各
日
先
着
10
組　

■費
１
区
画
１
、

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
環
境
課
☎

35
‐
１
２
４
７
へ　

■他
悪
天
候
時

は
内
容
変
更

田
川
コ
ミ
セ
ン
に
整
備
し
た
資
料
展
示
室
等
も
見
学 

田
川
太
郎
の
里
ウ
ォ
ー
ク

■日
５
月
22
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
田

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
同

セ
ン
タ
ー
→
旧
奉
安
庫
→
七
日
台
積
石
塚
墳

墓
群
→
山
城
跡
→
千
体
仏
→
起
点
（
昼
食
）

旗
引
川
原
の
宝
筺
印
塔
→
田
川
太
郎
の
墓
→

起
点　

■定
20
人　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食

代
等
）　

■申
５
月
12
日
○木
ま
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
２
０
０
３
へ

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川
」
わ
ら
び
ま
つ
り

■日
５
月
22
日
○日
午
前
９
時　

■場
関
川
し
な
織

セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
先
着
15
人

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、
ワ
ラ
ビ
の
収
穫

等　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
５
月
15
日
○日
ま

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

大
鳥
自
然
の
家 

大
鳥
で
ピ
ザ
づ
く
り
＆
ワ
ラ
ビ
採
り
体
験

■日
５
月
22
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
大
鳥
地
区
内　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…

１
、
５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０

０
円　

■申
５
月
13
日
○金
ま
で
同
館
☎
55
‐
２

９
４
６
へ　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

鶴
岡
市
春
季
消
防
演
習

■日
５
月
22
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
小
真
木

原
陸
上
競
技
場　

■内
各
種
訓
練
、
ま
と
い
振

り
・
は
し
ご
乗
り
演
技
、
消
防
車
両
展
示
、

火
災
予
防
啓
発
活
動
等　

■問
消
防
本
部
警
防

課
☎
22
‐
８
３
２
０　

■他
市
HP

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演 

芸
能
の
つ
ど
い

■日
５
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

■
出
演
団
体　

日
本
舞
踊
…
藤
靜
会　

謡
曲

…
宝
生
流
鶴
岡
五
雲
会
、
庄
内
謡
曲
愛
好
会　

詩
吟
…
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会　

尺
八
…

荘
内
竹
道
会
、
琴
古
流
尺
八
鶴
岡
竹
友
会

琵び

わ琶
…
錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
７ス

テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会　
　

春
の
星
座
と
星
空
の
楽
し
み
方

■日
５
月
23
日
○月
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
小
学
生
以
上
１

０
０
円　

■問
ス
テ
ラ
の
会
（
松
永
）
☎
０
９

０
‐
７
５
６
１
‐
８
１
０
７　

■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１

０
０
円
。
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴あ

つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
６
月
１
日
○水
～
30
日
○木　

■場
あ
つ
み
温
泉

街　

■内
バ
ラ
の
足
湯
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
毎

週
土
曜
日
）、
各
商
店
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
等　

■問
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟 

チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■
登
録
期
間　

来
年
３
月
31
日
○金
ま
で　

■

チ
ー
ム
編
成　

ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子
、
実
業

団
、
シ
ニ
ア
、
ミ
ド
ル
（
男
女
混
合
）　

■

登
録
料　

１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
個
人

に
は
登
録
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
）　

■
大

会
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
料
金
）　

連
盟
会
長

杯
…
６
、
０
０
０
円　

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

（
10
月
～
12
月
）
…
８
、
０
０
０
円　

■申
５

月
27
日
○金
ま
で
同
連
盟
事
務
局
（
五
十
嵐
）

☎
０
９
０
‐
７
３
３
４
‐
０
２
９
３
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
新
規
会
員
募
集

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館
等　

■内
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
自
彊
術
、
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
楽
ら
く
健
康
体
操
、

ヨ
ガ
、
開
脚
道
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
＆
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

等　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、

０
０
０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０
０

０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３

１　

■他
無
料
体
験
あ
り

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
ま
せ
ん
か

■
通
年
メ
ニ
ュ
ー　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ロ

ー
ス
ト
レ
ッ
チ
、
足
裏
健
康
体
操
、
ピ
ラ
テ

ィ
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
、
ロ
コ
モ
予
防
体
操
、
筋
ト
レ
、
水
中

運
動
、
太
極
拳
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等　

■費
年

会
費
３
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

▼
共
通　

■定
50
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
５
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
30
人　

■内「
い
つ
ま
で
も
自

分
の
歯
で
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
～
歯
周

病
に
負
け
な
い
た
め
の
お
得
な
話
～
」
飯
渕

義
晃
氏
（
奥
山
歯
科
診
療
所
院
長
）、「
こ
ん

な
と
き
に
は
漢
方
を
」
田
中
栄
一
氏
（
丸
岡

医
院
院
長
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１

８
０総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
５
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
先

着
20
人　

■費
２
１
０
円　

■申
５
月
24
日
○火
ま

で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１
へ　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資

格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
５
月
28
日
○土
午
前
10
時　

■場
藤
島
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
～

認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
～
」
渡
部
真
紀

氏
（
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）、
ア
ド
バ

イ
ス
「
認
知
症
へ
の
備
え　

鶴
岡
市
の
取
り

組
み
」　

■申
５
月
26
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介

護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

日
○月
午
後
６
時
30
分
に
同
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ　

■問
鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟　

■他
HP

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン

■日
５
月
11
日
○水
・
25
日
○水
、
６
月
８
日
○水
・

22
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
楽
家　

■問
ぼ

ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
５
月
12
日
○木
、
６
月
９
日
○木
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と

の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流　

■申
各
日
２

日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８

０
へ　て

く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
義
経
上
陸
の
地
を
巡
る　

■日
５
月
21
日
○土

午
前
９
時
（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
集

合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所

発
〈
先
着
35
人
〉）　

■場
同
パ
ー
ク
→
県
境
碑

→
念
珠
関
跡
→
大
龍
寺
→
念
珠
の
松
→
鼠
ヶ

関
灯
台
・
義
経
ゆ
か
り
の
浜
→
起
点
（
８
㎞
）　

■申
５
月
９
日
○月
～
16
日
○月

▼
マ
タ
ギ
の
里
大
鳥
を
訪
ね
て　

■日
５
月
28

日
○土
午
前
９
時
15
分
（
タ
キ
タ
ロ
ウ
広
場
集

合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所

本
所
発
）　

■場
同
広
場
→
河
合
橋
→
松
平
山

→
大
泉
鉱
山
跡
→
大
鳥
自
然
の
家
→
起
点

（
８
㎞
）　

■申
５
月
16
日
○月
～
23
日
○月

☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
詳
細
は
市
HP
や
市
役

所
各
庁
舎
・
市
内
体
育
施
設
・
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
チ
ラ
シ
を
参
照

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

参
加
者
募
集

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
教
室
「
ゆ
～
ゆ
～
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」　

■日
５
月
９
日
○月
・
23

日
○月
午
前
10
時　

■場
く
し
び
き
温
泉
ゆ
～
Ｔ

ｏ
ｗ
ｎ　

■内
輪
投
げ
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ

チ
ャ
等　

■費
１
回
１
０
０
円
（
初
回
無
料
）

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
教
室「
リ
ズ
ム
体
操
」　

■日
５
月
12
日
○木
・
19
日
○木
・
26
日
○木
午
前
10

時　

■場
く
し
び
き
温
泉
ゆ
～
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ　

■内

軽
体
操　

■費
１
回
１
０
０
円
（
初
回
無
料
）

▼
く
し
ス
ポ
リ
ー
グ　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会　

■日
６
月
16
日
か
ら
の
木
曜
日

午
後
７
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■費
１
チ
ー
ム
（
６
人
以
内
）
２
、
０
０
０
円　

■申
５
月
20
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■問
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■日
５
月
９
日
～
10
月
10
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■対

小
学
３
年
生
以
上
先
着
１
０
０
人　

■費
大
人

…
８
、
０
０
０
円　

親
子
（
子
供
は
中
学
生

ま
で
）
…
１
万
２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
５
、
０
０
０
円　

兄
弟
姉
妹
（
小
・
中

学
生
）
…
１
万
円　

夫
婦
（
兄
弟
姉
妹
・
親

子
も
含
む
）
…
１
万
３
、
０
０
０
円　

家

族
（
３
人
）
…
１
万
６
、
０
０
０
円
（
１
人

増
す
ご
と
に
４
、
０
０
０
円
）　

■申
５
月
９

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ



18

■場
・
■申
５
月
６
日
○金
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐

５
６
３
５
へ

理
科
や
科
学
技
術
に
関
心
の
あ
る
小
・
中
学
生
へ 

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
鳥
海
塾（
全
20
回
）

■日
６
月
４
日
～
来
年
２
月
18
日
の
土
曜
日
午

後
２
時　

■場
公
益
大
（
酒
田
市
）　

■対
小
学

５
年
生
～
中
学
３
年
生
40
人
（
選
考
あ
り
）

■内
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
・
応
用　

■申
５

月
13
日
○金
午
後
５
時
ま
で
同
大
HP
内
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
へ　

■問
同
大
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
41
‐
１
１
１
５

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

６
月
６
日
○月
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
５
組

▼
保
護
者
療
育
研
修
会　

■日
６
月
９
日
○木
午

後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
供
の

発
達
に
心
配
が
あ
る
ま
た
は
発
達
障
害
の
診

断
を
受
け
て
い
る
未
就
学
児
の
保
護
者　

■内

就
学
ま
で
の
流
れ
と
学
校
生
活
に
つ
い
て

■師
市
学
校
教
育
課
指
導
主
事　

▼
共
通　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
６
月
19
日
○日　

■時
①
午
前
10
時
～
11
時

②
午
後
２
時
～
３
時
（
①
と
②
で
店
の
入
替

え
あ
り
）　

■内
乳
幼
児
～
小
学
生
の
衣
類
・

お
も
ち
ゃ
、
小
物
、
本
等
の
販
売　

■問
同
館

☎
24
‐
４
６
０
８　

▼
出
店
者
募
集　

■定
①
②
各
回
先
着
７
人

（
各
回
新
規
枠
２
人
分
あ
り
）　

■費
１
０
０
円　

■申
５
月
21
日
○土
～
６
月
3
日
○金
（
4
日
○土
午

前
10
時
に
出
店
者
へ
の
説
明
会
あ
り
）　

▼
大
型
商
品
販
売
委
託
品
募
集　

■対
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
等　

■
委
託
費　

売
上
げ
の
５
％　

■申
６

月
18
日
○土
ま
で

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

■日
６
月
24
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
１
人
45
分
程
度
）　

■場
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
カ
）　

■対
令
和
５
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
子
供
の
保
護
者　

■内
子
供
の
発
達

・
就
学
先
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
関
係
者
が

個
別
に
相
談
を
受
け
付
け　

■申
６
月
10
日
○金

ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

図
書
館
こ
ど
も
お
は
な
し
会

■日
毎
週
水
曜
日
…
午
後
４
時　

毎
週
土
曜
日

…
午
後
３
時　

毎
月
第
２
日
曜
・
第
４
水
曜

日
（
乳
幼
児
向
け
）…
午
前
11
時　

■対
幼
児

～
小
学
生　

■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
、
昔
話
、
手
遊
び
等　

■場
・
■問
図
書
館
本

館
☎
25
‐
２
５
２
５

令
和
４
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集 

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■日
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
（
年

間
25
回
程
度
。
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
は
５
月
14
日
○土
午
前
10
時
）　

■場
秋
山

前
９
時
30
分
（
８
月
13
日
、
10
月
１
日
、
12

月
24
日
・
31
日
を
除
く
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
小
・
中
学
生
50
人

■持
筆
記
用
具
、
宿
題
等　

■申
本
所
福
祉
課
☎

35
‐
１
２
８
５

子
ど
も
科
学
教
室 

「
物
づ
く
り
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

■日
５
月
21
日
○土
午
前
９
時
10
分　

■場
秋
山
鉄

工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
（
１
年
～
３

年
生
は
保
護
者
同
伴
）
先
着
20
人　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
５
月
11
日
○水
ま
で
学
校
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）　
　gkyouiku@

city.tsur
uoka.yam

agata.jp

へ　

■問
同
課
☎
57
‐

４
８
６
４

大
山
児
童
館

▼
牛
乳
パ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う　

■日
５

月
21
日
○土
午
前
10
時　

■対
小
学
生
15
人　

■費

１
０
０
円　

■申
５
月
１
日
○日
か
ら

▼
幼
児
教
室「
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
」
年
間
登

録
者
募
集　

■日
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■対

１
歳
～
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
12
組　

■内
製
作
活
動
、
運
動
遊
び
、
自
然

遊
び
、
お
話
し
会
等　

■費
１
、
５
１
０
円　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
５
月
の
講
座

「
親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
」

■日
５
月
26
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■対
１
歳
～

２
歳
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■師
上
野

和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー

ル
天
使
の
輪
は
れ
ぐ
み
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル

■他
各
教
室
無
料
体
験
あ
り

躰
道
健
康
教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館

■対
中
高
年
の
方　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

■問

工
藤
☎
33
‐
２
６
０
９　

■他
１
か
月
無
料
体

験
あ
り子

育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！　

▽
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■日
５
月
６
日

○金
午
前
11
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
５

組　

■内
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り　

▽
フ
ォ
ト
ア
ー
ト〝
青
空
〟　

■日
５
月
20
日
○金

午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着

10
組　

■内
青
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
写
真

撮
影
と
身
体
測
定　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■申

５
月
１
日
○日
か
ら

▼
つ
る
お
か
食
文
化
体
験
「
叶
野
農
場
で
美

味
し
い
野
菜
作
り
体
験
」　

■日
５
月
28
日
○土

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
（
同
館
集
合
）　

■場
松
ケ
岡
地
区
等　

■対
小
学
生
先
着
10
人

■内
野
菜
の
苗
付
け
等　

■申
５
月
10
日
○火
か
ら　

▼
共
通　

■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

鶴
岡
市
子
ど
も
の
学
習
教
室

■日
５
月
７
日
～
来
年
３
月
４
日
の
土
曜
日
午

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
市
内
在
住
の
小
学

３
年
生
～
中
学
生
先
着
20
人　

■費
年
額
５
、

０
０
０
円　

■申
５
月
２
日
○月
～
11
日
○水
に
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
５
へ　

■他
要
保
護

者
同
伴施

設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
ザ
リ
ガ
ニ
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り　

■日
５
月

５
日
○木
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■費
寄

附
制
（
１
個
１
５
０
円
以
上
）

▽
母
の
日
に
ほ
と
り
あ
で
花
束
づ
く
り　

■日

５
月
７
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

▽
簡
単
ペ
ー
パ
ー
ロ
グ
づ
く
り　

■日
５
月
７

日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■費
寄
附

制
（
２
個
１
５
０
円
以
上
）　

■他
焼
き
マ
シ

ュ
マ
ロ
付
き　

▽
ヤ
ギ
と
湿
地
散
歩　

■日
５
月
７
日
○土
午
前

10
時
30
分
、
午
後
３
時　

■費
寄
附
制
（
１
回

30
分
で
５
０
０
円
以
上
）

▼
10
周
年
記
念
の
催
し

▽
ど
ろ
っ
ぱ
着
ぐ
る
み

と
記
念
撮
影
＆
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会　

■日
５
月
５

日
○木
午
前
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分　

■他
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た

方
各
回
先
着
50
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

▽
施
設
10
年
記
念
来
館
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
作

成
受
付
開
始　

■日
５
月
28
日
○土
か
ら　

▼
自
然
観
察
会
「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
探
そ

う
」　

■日
５
月
７
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定

15
人　

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以
上
）　

■申

５
月
５
日
○木
ま
で

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
外
来
生
物
捕
獲
大
作
戦　

■日
５
月
14
日
○土

午
前
９
時　

■申
５
月
12
日
○木
ま
で　

▽
親
水
水
路
の
草
刈
り
作
業　

■日
６
月
11
日

○土
午
前
９
時　

■申
６
月
９
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■日
５
月
６
日
○金
・
13
日
○金
・

20
日
○金
・
27
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
作
り
方　

■日
５
月

７
日
○土
午
前
９
時　

■定
先
着
15
人　

■内
ロ
ケ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
原
理
と
作
り
方
、
製
作

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
５
月
11
日
○水
・
18
日
○水

午
前
９
時
30
分　

▼
競
技
用
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室　

■日
５
月

21
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
20
人　

■内
紙
飛

行
機
の
折
り
方
・
調
整
の
仕
方
、
飛
行
距
離

競
争　

■持
筆
記
用
具
等　

■他
要
申
込
み
。
小

学
校
低
学
年
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日　

■時

女
湯
…
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分　

男
湯

…
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

■費
２
０
０
円

▼
水
香
お
ど
り　

■日
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

30
分

▼
絵
て
が
み　

■日
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時　

▼
健
康
相
談　

■日
５
月
12
日
○木
・
19
日
○木
・

26
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ェ
ル
ト

玉
で
小
鳥
を
作
ろ
う
」　

■日
５
月
14
日
○土
・

15
日
○日
午
前
10
時　

■場
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー　

■定
各
日
先
着
10
人　

■費
１
０
０
円

■申
５
月
10
日
○火
ま
で

▼
歴
史
散
歩
「
羽
黒
山
の
歴
史
と
自
然
」

■日
６
月
２
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
羽
黒
山
周
辺　

■定
先

着
25
人　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

■申
５
月
25
日
○水
ま
で　

■他
悪
天
候
時
は
内
容

変
更

▼
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク　

■日
６
月
８
日
～
30
日

の
毎
週
水
曜
・
木
曜
日
午
前
９
時
30
分
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
ガ
イ
ド
付
き
で
羽
黒

山
旧
参
道
周
辺
を
散
策　

■他
悪
天
候
時
は
中

止▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

基
礎
か
ら
の　
　
　
　
　
　

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
勉
強
会

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
月
額
４
、
０
０
０
円　

■持

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
等　

■他
見
学
・
体
験
可

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

５
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
バ
ナ
ナ
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
」　

■日
５
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■持
ハ
ン

ド
ミ
キ
サ
ー
（
お
持
ち
の
方
の
み
）　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■日
５

月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０
０

円▼
美
味
し
い
日
本
料
理
教
室　

■日
５
月
21
日

○土
午
前
10
時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
ぬ
か
漬
け
作
り
の
た
め
の
ぬ
か
床
作
り
教

室　

■日
５
月
28
日
○土
午
後
１
時　

■費
１
、
５

０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
鴨
居
玲
展
関
連
企
画
・
美
術
講
座
「
は
じ

め
て
の
油
絵
に
挑
戦
し
よ
う
！
」（
全
３
回
）

■日
５
月
15
日
○日
・
22
日
○日
・
29
日
○日
午
前
９

時
30
分　

■師
佐
竹
美
津
子
氏
（
美
術
講
師
）　

■費
３
、
５
０
０
円

▼
季
節
の
雑
木
と
草
花
を
楽
し
む
軽
石
盆
栽

＆
苔
玉
体
験
（
全
４
回
）　

■日
５
月
24
日
○火
、

７
月
５
日
○火
、
９
月
27
日
○火
、
11
月
８
日
○火

午
前
10
時　

■師
林
民
男
氏
（
樹
木
医
）　

■費

３
、
５
０
０
円　

■申
５
月
４
日
○水
～
17
日
○火

▼
美
術
講
座「
紐
づ
く
り
で
た
の
し
む
陶
芸

講
座
」（
全
６
回
）　

■日
６
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
、
７
月
６
日
・
20
日
の
水
曜
日

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
４
、
０
０
０

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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「
春
の
か
い
こ
」
を 

飼
育
す
る
「
繭
の
人
」
募
集

　

春
蚕
の
飼
育
を
通
し
て
、
鶴
岡
の
伝
統
産

業
で
あ
る
絹
産
業
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
飼
育
期
間　

６
月
初
旬
～
下
旬　

■対
蚕
飼

育
に
関
心
の
あ
る
親
子
等　

■申
５
月
９
日
○月

～
31
日
○火
に
松
ヶ
岡
産
業

㈱
☎
64
‐
１
３
３
１
へ　

■他
餌
の
桑
葉
は
松
ヶ
岡
開

墾
場
で
配
布
。
飼
育
マ
ニ

ュ
ア
ル
あ
り

か
た
く
り
の
花
写
真 

コ
ン
テ
ス
ト

▼
作
品
募
集　

■
応
募
規
定　

カ
ラ
ー
・
モ

ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
（
四
つ
切
り
・
ワ
イ
ド
四

つ
切
り
）　

■
応
募　

作
品
題
名
・
撮
影
場

所
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

５
月
７
日
○土
ま
で
㈱
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

▼
作
品
展　

■日
５
月
14
日
○土
～
６
月
26
日
○日　

■場
・
■問
文
化
創
造
館
☎
53
‐
３
４
１
１

２
０
２
３
年
版
あ
さ
ひ
む
ら
カ
レ
ン

ダ
ー
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

■
テ
ー
マ　

朝
日
地
域
の
四
季
折
々
の
暮
ら

し
と
自
然　

■
応
募
規
定　

カ
ラ
ー
（
四
つ

切
り
・
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）、
朝
日
地
域
で

３
年
以
内
に
撮
影　

■
応
募　

作
品
名
・
撮

影
場
所
・
年
月
日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
５
月
15
日
○日
～
６
月
30
日

○木
に
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ　

■他
HP

庄
内
地
区
に
設
置
す
る　
　
　
　
　
　
　

併
設
型
中
高
一
貫
校
校
名
募
集

■
募
集
内
容　

山
形
県
立
○
○
中
学
校
・
高

等
学
校
の
「
○
○
」
の
部
分　

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
○水
～
30
日
○木　

■
応
募
方
法　

ウ

ェ
ブ
…
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
応
募　

官
製
は
が
き
…
校

名
案
（
ふ
り
が
な
も
）・
校
名

の
趣
旨
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
も
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
山
形
県

高
校
教
育
課
高
校
改
革
推
進
室
に
応
募
（
６

月
30
日
○木
の
消
印
有
効
）　

■問
同
室
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
２
４
９
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

■対
赤
川
河
川
公
園
ま
た
は
櫛
引
総
合
運
動
公

園
付
近
に
在
住
で
、
河
川
に
関
心
の
あ
る
方

各
公
園
１
人　

■内
赤
川
に
関
す
る
情
報
報
告

（
７
月
か
ら
１
年
間
）　

■
報
酬　

月
額
４
、

５
０
０
円
程
度　

■申
町
内
会
等
の
地
域
活
動

へ
の
参
加
状
況
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
５
月

13
日
○金
ま
で
酒
田
河
川
国
道
事
務
所
☎
０
２

３
４
‐
27
‐
３
４
９
７
へ

相
談

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す 

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
委
員
へ

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
公
庫
等
の
特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人
等

月
６
日
～
７
月
14
日
の
毎
週
月
曜
・
木
曜
日

午
後
６
時
30
分　

■費
１
万
８
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■定
10
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
６
月
15
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
20
人　

■内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生

法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）　

■申
５
月
22
日
○日

～
６
月
８
日
○水
に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８

３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス

ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０
０
円

赤
か
ぶ
大
学
「
伝
承
～
未
来
へ
つ

な
ぐ
あ
つ
み
の
食
～
」（
全
５
回
）

■日
・
■内
６
月
24
日
○金
…
開
講
式
、
温
海
川
の

さ
く
ら
ん
ぼ　

７
月
28
日
○木
…
小
名
部
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス　

９
月
10
日
○土
…
鼠
ヶ
関
の
漁

業　

10
月
13
日
○木
…
関
川
の
べ
ろ
べ
ろ
も
ち　

11
月
11
日
○金
…
越
沢
の
笹
巻
、
閉
講
式　

■時

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
温
海
地
域
内

■定
先
着
20
人　

■費
９
、
５
０
０
円
（
昼
食
代

等
）　

■申
５
月
９
日
○月
か
ら
温
海
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１
１
へ　

■他
HP

募
集

貸
切
り
で
観
覧
で
き
ま
す 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
団
体
募
集

■対
10
人
以
上
の
団
体　

■費
３
歳
以
上
…
１
０

０
円　

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・
■申

中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

円　

■申
５
月
４
日
○水
～
25
日
○水

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■場
・

■申
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６

０
山
形
学「
地
域
連
携
講
座
」過
去
に
学
び
・

現
代
を
見
つ
め
・
未
来
を
拓
く（
全
５
回
）

■日
・
■内
▽
５
月
28
日
○土
…
講
義
「
明
治
政
府

の
支
配
体
制
」
門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
准
教

授
）、
現
地
研
修　

▽
６
月
18
日
○土
…
講
義

「
松
山
藩
３
６
０
年
の
歩
み
」
榎
本
和
介
氏

（
松
山
文
化
伝
承
館
館
長
）、
現
地
研
修
（
同

館
周
辺
）　

▽
７
月
23
日
○土
…
講
義
「
酒
井

家
庄
内
入
部
四
百
年
：
三
方
領
知
替
え
」
菅

原
義
勝
氏
（
致
道
博
物
館
主
任
学
芸
員
）、

現
地
研
修
（
同
館
）　

▽
９
月
10
日
○土
…
講

義
「
鶴
岡
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
１
：

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
」
市
職
員
、
現

地
研
修　

▽
10
月
８
日
○土
…
講
義
「
鶴
岡
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
２
：
農
業
生
産
率

の
向
上
」
市
職
員
、
現
地
研
修　

■時
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分　

■定
60
人　

■費
大
人
…

４
、
０
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
、

０
０
０
円
（
別
途
入
館
料
、
希
望
者
は
別
途

昼
食
代
）　

■場
・
■申
東
田
川
文
化
記
念
館
☎

64
‐
２
５
３
７

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
機
械
工
作
法
～
工
作
機
械
と
切
削
理
論

（
全
２
回
）　

■日
６
月
４
日
○土
・
11
日
○土
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■費
８
、
５
０

０
円

▼
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
（
全
12
回
）　

■日
６

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
、
意
見
等
を
聞
き
、

改
善
す
る
よ
う
働
き
掛
け
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

鶴

岡
地
域
…
升
川
繁
敏
、
阿
部
美
惠
子　

藤
島

地
域
…
池
田
勝
美　

羽
黒
地
域
…
丸
山
壽
身

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一　

朝
日
地
域
…
渡
部

芳
勝　

温
海
地
域
…
本
間
さ
な
え

▼
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
行

政
苦
情
１
１
０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０

１
１
０　

▼
共
通　

■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４

こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
５
月
４
日
○水
・
21
日
○土
、
６
月
１
日
○水
・

18
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
楽
家

■内
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
法

律
問
題
、
家
庭
問
題
、
職
場
の
人
間
関
係
、

心
の
悩
み
相
談
等　

■申
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐

８
７
３
０

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い 

結
婚
相
談
会

■日
①
６
月
５
日
○日　

②
18
日
○土　

③
７
月
２

日
○土　

■時
午
後
1
時
～
４
時
45
分　

■対
結
婚

を
希
望
す
る
方
及
び
そ
の
親
各
日
５
組　

■場

・
■申
①
６
月
１
日
○水
ま
で
、
②
15
日
○水
ま
で
、

③
29
日
○水
ま
で
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

福
祉
・
保
育
の
し
ご
と　
　

出
張
相
談
会

■日
５
月
18
日
○水
、
６
月
８
日
○水
、
７
月
13
日

○水
、
８
月
17
日
○水
、
９
月
７
日
○水
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■内
福
祉
や

保
育
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
、
福
祉
関
係
の

資
格
に
関
す
る
相
談
（
種
類
・
取
得
方
法
等
）

人
材
セ
ン
タ
ー
の
情
報
閲
覧
等　

■問
山
形
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐

７
７
３
０

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
Ｄ
Ｖ
、
老

人
・
子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
体
罰
、
い

じ
め
問
題
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・

悪
臭
等
の
公
害
、
い
や
が
ら
せ
、
土
地
の
境

界
問
題
、
障
害
者
・
外
国
人
等
の
差
別
、
震

災
に
伴
う
人
権
問
題
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
会
場
で
も
相

談
で
き
ま
す
。

■日
・
■場
・
■問
▽
６
月
１
日
○水
午
後
１
時
～
４

時
…
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
53
‐
２
１
１
４

▽
２
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
３
時
…
山
形
地

方
法
務
局
鶴
岡
支
局
・
本
所
市
民
課
☎
35
‐

１
１
９
４　

▽
２
日
○木
午
後
１
時
～
４
時
…

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
温
海
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
43
‐
４
６
１
４　

▽
３
日
○金
午
後

１
時
～
４
時
…
①
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
・
藤
島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
64
‐
５
８

０
７　

②
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
櫛
引

庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
57
‐
２
１
１
３　

▽
７

日
○火
午
後
１
時
～
４
時
…
羽
黒
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
羽
黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
26
‐
８

７
７
３　
　

▼
随
時
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐

１
０
０
３

女
性
の
た
め
の　
　
　
　
　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■日
６
月
７
日
○火
・
８
日
○水
午
前
10
時
～
午
後

７
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５

４
‐
０
５
２　

■内
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
マ

タ
ハ
ラ
）、
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
・
未
払
い
、

休
暇
等
、
労
働
に
関
す
る
相
談　

■問
連
合
山

形
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
０
５
５
５

女
性
の
た
め
の　
　
　
　
　
　

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
６
月
10
日
○金
・
11
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
や
ま
が
た
☎
０
１
２
０
‐
39
‐
６
０
２
９　

■内
家
庭
、
借
金
、
法
律
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
等
、
女
性
相
談
員
に
よ
る
生
活
全

般
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
事
の
相
談

全
日
本
不
動
産
協
会　
　
　
　

山
形
県
本
部
の
相
談
窓
口

▼
空
き
家
相
談
窓
口　

■
相
談
電
話　

☎
０

２
３
‐
６
６
５
‐
０
１
０
０　

■内
空
き
家
全

般
に
関
す
る
相
談

▼
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５
８　

■内
開
業

の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
に
関
す
る
相
談

▼
共
通　

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
祝
日
を
除
く
）　

■問
同
協
会
☎
０

２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５
８

そ
の
他

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

ら
く
や
こ
ど
も
食
堂

■日
ひ
る
ご
は
ん
の
日
…
５
月
７
日
○土
、
６
月

４
日
○土
正
午
～
午
後
２
時　

よ
る
ご
は
ん
の

日
…
５
月
17
日
○火
、
６
月
21
日
○火
午
後
６
時

30
分
～
８
時　

■場
楽
家　

■費
大
人
…
３
０
０

円　

高
校
生
以
下
…
２
０
０
円　

■申
各
日
４

日
前
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・

大
宝
館
臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
５
月
25
日

○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
☎
29
‐
１
８
８
０

旧
致
道
館
…
☎
23
‐
４
６
７
２　

大
宝
館
…

☎
24
‐
３
２
６
６

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
く
ん
蒸
の
た
め
、
６
月
３
日
○金
～
５

日
○日
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０　

■他
６
月
６
日
○月

は
通
常
休
館

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
６
月
18
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
ま
で
）　

■申
５
月
18
日
○水
の
午
前
９
時
に
直
接
社
会
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ
来

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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庁　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

県
外
か
ら
本
市
へ
の
移
住
世
帯
に

米
・
み
そ
・
し
ょ
う
油
を
提
供
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
４

年
３
月
１
日
～
令
和
５
年
２
月
28
日
に
山
形

県
外
か
ら
鶴
岡
市
に
転
入
し
て
い
る　

②
移

住
の
た
め
、
転
入
前
に
県
や
市
の
公
的
相
談

窓
口
を
利
用
し
て
い
る　

③
世
帯
主
の
会
社

等
の
転
勤
や
、
進
学
に
よ
る
異
動
で
は
な
い

■内
米
（
つ
や
姫
）
…
単
身
世
帯
40
㎏
、
複
数

世
帯
60
㎏　

み
そ
・
し
ょ
う
油
…
単
身
世
帯

各
２
㎏
、
複
数
世
帯
各
３
㎏　

■
申
請
書
類　

支
給
申
請
書
、
転
入
後
の
世
帯
員
全
員
の
住

民
票
の
写
し　

■申
来
年
３
月
10
日
○金
ま
で
本

所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９
１
へ　

■他
事

業
に
関
す
る
問
合
せ
は
山
形
県
く
ら
す
べ
山

形
魅
力
発
信
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
４

０
７
。
市
HP

や
ま
が
た
結
婚
応
援
事
業　
　
　

　

令
和
４
年
３
月
26
日
～
５
年
３
月
20
日
に

婚
姻
し
た
夫
婦
は
、
山
形
県
産
品
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
と
山
形
県
産
米
セ
ッ
ト
（
つ
や
姫
・

雪
若
丸
・
は
え
ぬ
き
）
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

婚
姻
の
時
期
に
よ
っ
て
申
請
方
法
や
締
切

日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
県
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦　

①
右
記
の

期
間
に
県
内
市
町
村
窓
口
に
婚
姻
届
を
提
出

し
た　

②
山
形
県
内
に
在
住　

■問
山
形
県
し

あ
わ
せ
子
育
て
政
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
６
６
８

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会 

加
入
の
ご
案
内

　

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会
は
、
労
働
組
合

組
織
を
持
た
な
い
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
、
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。

■
事
業
内
容　

共
済
給
付
事
業
（
弔
慰
金
・

傷
病
見
舞
金
・
祝
金
の
支
給
）、
健
康
維
持

増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
）、
親
睦
事
業
、
施
設
利
用
補
助
事
業

■費
入
会
金
…
２
０
０
円　

月
会
費
…
３
０
０

円　

■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

■日７月10日○日 までの午前９時～午後４時30分　■内1999
年にフランスで生まれた絵本『リサとガスパール』の原
画約120点や特別描き下ろし作品などを展示　■費大人…
900円　高校生…450円　中学生以下…無料　■場・■申酒
田市美術館☎0234‐31‐0095

●酒田市 酒田市美術館特別展
リサとガスパールのおもいで展

■日５月15日○日 午前10時・11時・正午・午後１時・２時　
■対身長145cm以上の方各回先着６人　■内無料走行体験、
ラップタイム競争（■費600円〈上位入賞者に賞品あり〉）　
■場・■申カートソレイユ最上川☎0234‐42‐2282　■他初
心者歓迎

●庄内町 初心者大歓迎！
カート体験タイムトライアル

▲

笹の葉採りと笹巻づくり体験　■日６月11日○土 午前10
時～午後１時　■場しらい自然館　■申５月１日○日 ～６月６
日○月▲

新緑の高瀬峡ハイキングと打ちたてそば昼食　■日６月
12日○日 午前８時30分～午後１時（しらい自然館集合）
■申５月１日○日 ～６月７日○火▲

共通　■定先着15人　■費2,200円　■申しらい自然館内「同
塾推進協議会」事務局☎0234‐72‐2069

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾

■日６月20日○月 までの午前９時～午後４時30分　■内かつ
て北前船が行き交った西廻り航路を整備した河村瑞賢の
偉業を振り返る展示　■費大人…200円　高校生…90円　
小・中学生…50円　■場・■問酒田市立資料館☎0234‐24
‐6544　■他５月５日○木 ・19日○木 ～ 21日○土 は入館料無料

●酒田市
酒田市立資料館企画展　酒田湊の繁栄はここから始まった　
河村瑞賢西廻り航路開設350年

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ

い
て
指
導
し
て
ほ
し
い

　

近
所
の
子
供
た
ち
の
自
転
車
の
乗
り

方
が
危
な
い
と
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
小
学
生
に
、
市
で
正
し
い
乗
り
方

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

ご
希
望
に
よ
り
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

鶴
岡
市
で
は
交
通
安
全
指
導
員
を
配

置
し
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
の
中
で
、
市
が
行
う
自
転
車
教
室

は
、
平
日
の
学
校
行
事
の
中
で
開
催
し

て
い
る
交
通
安
全
教
室
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
点
検
の

仕
方
、
交
通
ル
ー
ル
（
歩
行
は
右
側
通

行
、
自
転
車
は
左
側
通
行
、
横
断
歩
道

で
は
自
転
車
を
降
り
て
渡
る
こ
と
等
）、

自
転
車
に
乗
る
際
の
注
意
事
項
な
ど
を

お
話
し
し
て
い
ま
す
。

■
市
が
行
っ
て
い
る
交
通
安
全
教
室

▼
幼
児
（
保
護
者
）　

▽
模
擬
信
号
や

QＡ
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横
断
マ
ッ
ト
を
使
っ
た

安
全
な
横
断
歩
道
の
渡

り
方
の
練
習

▽
実
際
に
道
路
に
出
て
、

自
分
の
目
で
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
歩
く
練
習　

な
ど

　

１
年
を
通
し
て
交
通
ル
ー
ル
の
基
本

を
学
び
な
が
ら
、
保
護
者
に
も
交
通
安

全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
小
学
生　

▽
１
年
・

２
年
生
…
道
路
の
正
し

い
歩
き
方
や
信
号
の
見

方
な
ど
歩
行
を
中
心
と

し
た
教
室　

▽
３
年
～

６
年
生
…
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を

中
心
と
し
た
講
話
と
実
技
訓
練

▼
高
齢
者　

▽
交
通
安

全
講
話　

▽
軽
体
操
と

脳
の
機
能
を
高
め
る
た

め
の
交
通
脳
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ　

▽
寸
劇

　

近
年
の
交
通
死
亡
事
故
で
は
、
高
齢

者
が
被
害
者
と
な
る
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
動
車
が
関
わ
る
交
通
事
故
が
た
く

さ
ん
起
き
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て

も
、「
我
が
身
に
は
降
り
懸
か
ら
な
い

だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
油

断
が
大
き
な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
か
ら
自
分

自
身
や
家
族
を
守
る
た
め
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00
〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　５/４～６/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 10日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 11日○水、6月1日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　５/４～６/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731

月　日 受付時間 会　場
５.14○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

 〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
19○木 9：30 ～ 11：30 温海温泉林業センター

　 〃 13：30 ～ 15：30 市役所温海庁舎
21○土 10：00 ～ 12：00 にこ♥ふる

　 〃 13：30 ～ 16：00 　  〃

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　② 18：00 ～ 21：00
　　　　　　＜月曜、土曜日＞　　　　　　③ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科　　　　　　
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00 ～ 15：00

　　　�受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731
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《人口と世帯》（令和４年３月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：121,365人
　　 （男：58,214人、女：63,151人）
　世帯数：49,274世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから
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ー 目指すデジタル実装社会 ー

◯市民が伝統と豊かな自然の中で、健やかに安心して生きがい
　を持てる地域
◯高い生産性と自立・循環的な経済を有し、新しい価値を創造
　する人材が集う都市

ー デジタル実装社会の構築に向けた市民の実践 ー

はじめる（挑戦する）
一人ひとりが、デジタル活用に
よる効果を意識し、積極的に、
デジタル実装社会の一員として
挑戦する

・マイナンバーカードの取得
・メールアドレスの取得
・ＳＮＳやテレビ電話の活用
・ペーパーレス化
・業務効率化
・最新技術の活用　　　　等

ひろげる（発信する）
デジタルで簡単に早く多くの人
に情報を発信し、一人ひとりが
活動を広げていく

・鶴岡の魅力を世界に発信
・地域の最新情報を発信
・市民としての意見を発信
・サービスへの要望を発信
・企業活動の発信
・ビジネスの展開　　　　等

つくりだす（創造する）
デジタル化で生まれるデータを
活用し、一人ひとりが新たな価
値を創造する

・データを蓄積・見える化
・データを地域で共有・連携
　（オープンデータ等）
・データに基づく企画
　（シビックテック等）
・人材のマッチング　　　等

　令和４年度は、荘内病院において待ち時間の短縮・有効活用、ストレス
軽減を図る「診察待ち時間通知」や会計での「料金後払い」システムを導入
するほか、Ｌ

ラ イ ン

ＩＮＥ上で提供するサービスの拡充や、一人暮らしの高齢者
向け見守りシステムの実証など、様々な分野で取り組みを進めていきます。


